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総 合 診 療

専門的な治療診 療 科

呼 吸 器

消 化 器

循 環 器

神 経

糖 尿 病 代 謝

肺がんセンター(外科系)

ダ イ エ ット

心療内科・精神科

脳神経外科
心臓血管外科

皮膚科・アレルギー科

耳鼻咽喉科
放 射 線 科
麻 酔 科

一 般

思春期漢方外来

脊椎・脊髄疾患

上肢（肩・肘・手指）疾患

スポーツ障害

外傷・一般整形

形 成

美 容

月 火 水 木 金 土

顎機能再建・
インプラント
センター

ペインクリニック

歯科口腔外科

泌 尿 器 科

第
１
・
第
３
・
第
５
土
曜
日
は
休
診
と
な
り
ま
す

外
来
診
療
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
12
時
ま
で
。
但
し
、
心
療
内
科
・
小
児
科
・
形
成
外
科
・
皮
膚
科
・
耳
鼻
咽
喉
科
・
歯
科
口
腔
外
科
は
、

午
後
外
来
診
療
を
行
っ
て
い
る
日
も
あ
り
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

小 児 科

内 科

外 科

整 形 外 科

リウマチ科

形成外科・美容外科

横関・轟
信大医師

宮原・横関 田中宮原・田中
横関
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中田
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瀧澤（第2）

望月（第2）

尾﨑（第4）

堀内

瀧澤
北原
豊田
倉石

中村（PM） 

澤口（11：30まで）

望月 中井信大医師

瀧澤（11：30まで）

三澤

前川 前川 安原（第1・3・5） 前川

清水
（第3予約制）

宮澤
（予約制PM）

宮澤
（予約制PM）

信大医師
（11：00まで）

手術日
（交替制）
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手術日（第2・4）
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酒井

瀧澤（AM/PM) 瀧澤（AM/PM） 瀧澤（11:30まで）

矢野
（11：00まで/PM）

矢野
（11：00まで） 矢野矢野

（11：00まで）
田澤

（11：00まで）

澤口（11：30まで） 澤口（11：30まで）

長田（AM）

中田

新澤・安原

中田 沖田 中田

信大医師

酒井（予約制PM）

清水（AM）
信大医師（AM）
池野（PM）

（予約制）

（予約制）

（初診受付10：00まで）

池野（AM）
清水（PM）

清水（AM/PM）
信大医師（AM）

池野（PM） 池野（AM）池野（AM/PM）池野（PM）

池野（AM/PM）
清水（AM） 池野・清水

村田（読影）

中村 中村中村・村岡 中村中村・信大医師

澤口（11：30まで） 澤口（予約制）

三澤

酒井

長峯（第2）

村田（読影） 村田（読影） 村田（読影） 村田（読影）

田中轟

乳腺・甲状腺センター
乳腺内分泌（甲状腺）

消化器病センター 
消化器

清水（AM/PM）
信大医師（AM）

北原

南長野医療
センター医師

南長野医療
センター医師

中川
岡根谷（第1・3） 蜂谷中川・清水・蜂谷

中川・清水・蜂谷
信大医師（第1・3） 中川・清水・蜂谷 清水

關（第1・2・3AM）
長田（第4AM）
（9：30より）

石津・新井
神林（PM） 石津 石津 新井

石津・佐藤
神林（第2・4）
新井

新井・神林

信大医師（PM）

中田 中田

尾﨑

信大医師
（13：00より）

宮澤（AM）
（11：00まで）

宮澤
（予約制PM）

吉野（AM）
（10：30まで）

信大医師（AM）
（9：00～11：00）

吉野（PM）
（13：30～15：30）

宮澤（AM）
（11：00まで）

吉野
（予約制PM）

吉野（第2）
宮澤（第4）
（予約制）

吉野（PM）
（13：30～15：30）

手術日（交替制）
齋藤（第2・4）

深代・山藤
新保（予約制）

手術日
（交替制）

小笠原・深代
山藤

手術日
（交替制）

新患
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新 患
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代
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〔長野松代総合病院理念〕
［基本理念］
  地域社会を背景とし、環境にも配慮した、安全で良質な医療への、いきいきとした挑戦
［基本方針］
  1.　質の高い愛のある誠実な医療・保健・福祉事業の推進による社会への貢献
  2.　人と人との信頼の創造と、患者・医療者間の権利・義務の遵守
  3.　現場からの持続的研究（RESEARCH）にもとづいた医療（CARE・CURE）の実践

中庭 春の木陰

おしらせ掲示板、トピックス（2023年度総合
防災訓練、JA共済連の救急医療にかかる助
成により手術用内視鏡システム導入）
新任医師を紹介します
旬を味わう「にら」
長野松代総合病院職員の講演・学会発表一覧
大型連休（ゴールデンウイーク）の診療体制 
まちのお医者さんを紹介します
外来診療案内（若穂、ちくま診療所、JAビル診療所）
外来診療案内（松代）

2
4
5

6

7

7

8
9
10
10
10
11
11
12

関節疾患・
人工関節センター

小笠原
（11：00まで）

深代
（11：00まで）

小笠原・山藤
（11：00まで）

小笠原・深代
（11：00まで）

小笠原・深代
山藤

認知症を防ぐにはどうすればいい？ 予防と
早期発見
診療最前線「心療内科・精神科」
漢方薬で癒すこころとカラダ⑮
知っておきたい診療技術「二次骨折を予防しよう
―FLSチームの活動―」
すぐに役立つ医療の知識　シリーズ たばこ
の有害性①「たばこと肺」
おしえて保健師さん「40歳を過ぎたら大腸
内視鏡検査を！」

（　　　    　）11：00まで/
PM第1・3・5
土曜の週

春

＊内科の予約外患者の受付は午前11時まで。　＊心療内科は予約制となっておりますので事前に外来へお問い合わせください。　＊整形外科は初診・再診とも
に予約制となっております。初診の方は紹介状が必要です。　＊形成外科の午前診察（金・土曜日を除く）の予約外患者の受付は午前11時まで。ただし、水曜日
の予約外患者の受付は午前10時30分まで。　＊泌尿器科の初診の方の受付は午前10時まで。　＊産婦人科の予約外患者の受付は午前11時30分まで。
＊眼科の月曜日の診察は午前9時30分から。月～土曜日の予約外患者の受付は午前11時まで。木曜日の診察については外来へお問い合わせください。　
＊午後の診療：心療内科14時～15時30分・小児科14時～16時30分・形成外科13時30分～15時30分・皮膚科16時～17時・耳鼻咽喉科15時～16時・歯科口腔
外科14時15分～16時15分

南長野医療
センター医師
（第1・3・5）

長野日赤医師（第2・4）
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年
を
と
れ
ば
誰
で
も
身
体
は
衰
え

て
い
き
ま
す
。
脳
も
身
体
と
同
じ
よ

う
に
、機
能
が
低
下
し
て
い
き
ま
す
。

様
々
な
原
因
に
よ
っ
て
、
記
憶
力
や

判
断
力
と
い
っ
た
認
知
機
能
が
低
下

し
、
日
常
生
活
に
支
障
が
出
て
き
た

状
態
（
症
状
）
の
こ
と
を
「
認
知
症
」

と
い
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
に
よ
る

と
、
認
知
症
の
患
者
数
は
来
年
の
２

０
２
５
年
に
は
７
０
０
万
人
を
超
え

る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
認
知
症

は
本
人
や
家
族
に
影
響
を
与
え
る
だ

け
で
な
く
、
介
護
が
必
要
に
な
る

ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
脳
神
経
外
科
的
な
疾
患
や
内
科
的

な
疾
患
を
原
因
と
す
る
〝
治
る
認
知

症
〞
を
除
き
、
一
般
的
に
認
知
症
は

徐
々
に
進
行
し
、
健
康
な
状
態
（
健

常
）
に
戻
る
こ
と
は
難
し
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、「
自
分

が
認
知
症
に
な
っ
た
ら
ど
う
し
よ

う
」「
認
知
症
を
予
防
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
」
と
考
え
る
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
。

　　
脳
が
健
常
な
状
態
か
ら
認
知
症
に

な
る
前
に
は
、「
Ｍ
Ｃ
Ｉ（
軽
度
認
知

障
害
）」
と
呼
ば
れ
る
時
期
が
あ
り

ま
す
。Ｍ
Ｃ
Ｉ
は
認
知
症
予
備
軍
と

さ
れ
、
日
常
生
活
（
家
事
や
入
浴
、

買
い
物
な
ど
）
は
問
題
な
い
が
、
軽

い
認
知
機
能
低
下
が
あ
る
状
態
で

す
。
も
の
忘
れ
な
ど
の
異
変
に
自
分

だ
け
が
気
づ
い
た
り
、
仕
事
や
家
事

で
ミ
ス
や
も
の
忘
れ
が
増
え
、
周
り

の
人
が
徐
々
に
気
づ
き
始
め
た
り
し

ま
す
。
認
知
症
は
、
こ
の
よ
う
な
Ｍ

Ｃ
Ｉ
の
段
階
で
何
ら
か
の
手
を
打
て

ば
発
症
や
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
Ｍ
Ｃ
Ｉ
の
方
の
半
数
は
、
約
５
年

で
認
知
症
に
移
行
す
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
適
切
な
予
防
を
す
る
こ

と
で
健
常
な
状
態
に
戻
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
早
期
に
発
見
し
、
早
期

に
対
応
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
当

院
で
は
、Ｍ
Ｃ
Ｉ
の
リ
ス
ク
を
採
血

の
み
で
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
〝
Ｍ

Ｃ
Ｉ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
プ
ラ
ス
®〞

を
行
っ
て
い
ま
す
。
検
査
は
、
エ
イ

ジ
ン
グ
ケ
ア
科
（
内
科
）、
人
間
ド
ッ

ク
（
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
）
で
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
、「
認
知
症
」
と
加
齢

に
よ
る
「
も
の
忘
れ
」
は
違
い
ま
す
。

例
え
ば
、
自
分
が
体
験
し
た
こ
と
の

一
部
を
忘
れ
る
場
合
は
加
齢
に
よ
る

も
の
忘
れ
の
可
能
性
が
高
く
、
体
験

し
た
こ
と
そ
の
も
の
を
忘
れ
て
し
ま

う
場
合
は
認
知
症
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　
認
知
症
に
は
様
々
な
種
類
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
症
状
に
特
徴
が
あ
り

ま
す
。代
表
的
な
も
の
は
4
種
類
で
、

最
も
多
い
の
は
長
い
時
間
を
か
け
て

緩
や
か
に
進
行
す
る
「
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
型
認
知
症
」で
す
。
こ
の
他
に
、

脳
梗
塞
な
ど
の
脳
血
管
障
害
が
原
因

と
な
っ
て
起
こ
る
「
血
管
性
認
知

症
」、
幻
視
や
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症
状

な
ど
が
現
れ
る
「
レ
ビ
ー
小
体
型
認

知
症
」、
社
会
性
が
失
わ
れ
る
「
前

頭
側
頭
型
認
知
症
」
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
65
歳
未
満
で
発
症
す

る
認
知
症
の
こ
と
を
「
若
年
性
認
知

症
」
と
い
い
ま
す
。

　　　
残
念
な
が
ら
、
認
知
症
の
発
症
そ

の
も
の
を
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
内
閣
府
に
よ
る
と
、
認
知

症
の
予
防
と
は
「
認
知
症
に
な
ら
な

い
」
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、「
認

知
症
に
な
る
の
を
遅
ら
せ
る
」「
認

知
症
に
な
っ
た
と
し
て
も
進
行
を
緩

や
か
に
す
る
」と
さ
れ
て
い
ま
す（
※
）。

　
で
は
、
具
体
的
に
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
認
知
症
の
多
く

を
占
め
る
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

や
血
管
性
認
知
症
は
、生
活
習
慣
病（
高

血
圧
、
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
な
ど
）

が
主
な
原
因
で
す
。
つ
ま
り
、
生
活
習

慣
病
の
予
防
が
認
知
症
の
予
防
に
も
な

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ポ
イ
ン
ト
は
「
食
」「
運
動
」「
社

会
参
加
」「
知
的
活
動
」で
す
。
ま
ず
は
、

無
理
な
く
楽
し
く
続
け
ら
れ
そ
う
な

こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　　
食
生
活
を
見
直

し
ま
し
ょ
う
。「
塩

分
を
摂
り
す
ぎ
な

い
」「
魚
や
野
菜
を

積
極
的
に
食
べ
る
」「
バ
ラ
ン
ス
よ
く

食
べ
る
」
だ
け
で
な
く
、「
水
分
も
し
っ

か
り
摂
る
」こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、

食
べ
る
と
き
に
よ
く
噛
む
と
脳
に
刺
激

が
与
え
ら
れ
ま
す
。
し
っ
か
り
噛
む
た

め
に
は
、
歯
の
健
康
に
も
注
意
が
必
要

で
す
。
虫
歯
や
歯
周
病
、
入
れ
歯
が
合

わ
な
い
な
ど
、
口
腔
内
の
ト
ラ
ブ
ル
は

早
め
に
治
療
し
ま
し
ょ
う
。

　　
特
に
身
体
を

動
か
す
と
き
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
に

酸
素
を
利
用
す

る
有
酸
素
運
動

（
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
水
泳
な
ど
）
が

良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
脳

の
活
性
化
の
た
め
、
考
え
な
が
ら
体

を
動
か
す
「
デ
ュ
ア
ル
タ
ス
ク
・
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
」
も
お
す
す
め
で
す
。

　
地
域
活
動
や

サ
ー
ク
ル
活
動

な
ど
の
社
会
参

加
を
し
ま
し
ょ

う
。
人
と
話
す

こ
と
は
脳
に

と
っ
て
良
い
刺
激
と
な
り
ま
す
。
年

齢
を
重
ね
て
も
、
仕
事
や
趣
味
な
ど

を
通
じ
て
他
の
人
と
交
流
を
持
つ
こ

と
が
重
要
で
す
。

　
新
聞
を
読
む
こ

と
、パ
ズ
ル
や
ゲ
ー

ム
、
学
習
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
料
理
や
農
作
業

も
手
先
と
頭
を
同
時
に
使
う
た
め
、

効
果
的
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
一
日
を
振
り
返
っ
て
日
記
を
書

く
こ
と
も
知
的
活
動
の
一
つ
で
す
。

　　
認
知
症
に
な
る
可
能
性
は
誰
に
で

も
あ
り
ま
す
。
気
に
な
る
症
状
が
あ

る
方
は
早
め
に
か
か
り
つ
け
医
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。
当
院
で
は
、
脳
神

経
外
科
（
も
の
忘
れ
外
来
）
や
内
科

（
神
経
内
科
）
の
受
診
も
お
す
す
め

で
す
。

　
ま
た
、「
家
族
が
認
知
症
か
も
し

れ
な
い
」「
本
人
が
な
か
な
か
受
診

を
し
て
く
れ
な
い
」
な
ど
お
困
り
の

場
合
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
お
住
ま

い
の
地
域
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
神
経
内
科
部
長
　
酒
井
寿
明
）

Ｍ
Ｃ
Ｉ
リ
ス
ク
を
チ
ェ
ッ
ク

「
認
知
症
」と「
も
の
忘
れ
」の
違
い

認
知
症
の
種
類

認知症ともの忘れの違い

「
食
」

「
運
動
」

「
社
会
参
加
」

「
知
的
活
動
」

※
政
府
広
報
オ
ン
ラ
イ
ン
「
知
っ
て
お
き
た
い

認
知
症
の
基
本
」（https://w

w
w
.gov-on-

line.go.jp/useful/article/201308/1.htm
l

）

自
分
や
家
族
が
「
認
知
症
か
な
？
」

　
　
　
　
　
　
　
　 

と
思
っ
た
ら

認
知
症
の
前
段
階
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）

認
知
症
の
予
防

出典：『あたまとからだを元気にするMCIハンドブック』（国立研究開発法人　国立長寿
　　  医療研究センター）

・もの忘れ
・できごと自体を忘れて覚えていない
・家事などが段取りよく進められない
・もの盗られ妄想
・取り繕い　　　　　　　　など

・段階的に症状が悪くなる
・歩行障害、麻痺
・感情のコントロールが上手く
  できなくなる
・意欲が低下する　　　　など

・幻視（人や虫などが見える）
・パーキンソン症状
・症状が悪い時と良い時がある
・転びやすくなる
・睡眠中に突然大声や奇声を上げる  など

・性格が変わる
・怒りっぽい
・病識がなくなる
・我が道を行く　　　　　など

血管性認知症

レビー小体型認知症 前頭側頭型認知症

アルツハイマー型認知症

代表的な認知症の種類

出典：株式会社MCBI　webサイト「認知症予防習慣」

MCI は健常な状態と認知症の中間の状態
MCI は健常と認知症の中間にあって、

その後の対策次第ではどちらにもなりうる。

健常な状態 MCI 認知症

を
防
ぐ
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
？

認
知
症

予
防
と
早
期
発
見

（
例
）
歩
き
な
が
ら
し
り
と
り
を
す
る
／
掃

除
を
し
な
が
ら
歌
を
歌
う
　
　
　
　
　な
ど
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年
を
と
れ
ば
誰
で
も
身
体
は
衰
え

て
い
き
ま
す
。
脳
も
身
体
と
同
じ
よ

う
に
、機
能
が
低
下
し
て
い
き
ま
す
。

様
々
な
原
因
に
よ
っ
て
、
記
憶
力
や

判
断
力
と
い
っ
た
認
知
機
能
が
低
下

し
、
日
常
生
活
に
支
障
が
出
て
き
た

状
態
（
症
状
）
の
こ
と
を
「
認
知
症
」

と
い
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
に
よ
る

と
、
認
知
症
の
患
者
数
は
来
年
の
２

０
２
５
年
に
は
７
０
０
万
人
を
超
え

る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
認
知
症

は
本
人
や
家
族
に
影
響
を
与
え
る
だ

け
で
な
く
、
介
護
が
必
要
に
な
る

ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
脳
神
経
外
科
的
な
疾
患
や
内
科
的

な
疾
患
を
原
因
と
す
る
〝
治
る
認
知

症
〞
を
除
き
、
一
般
的
に
認
知
症
は

徐
々
に
進
行
し
、
健
康
な
状
態
（
健

常
）
に
戻
る
こ
と
は
難
し
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、「
自
分

が
認
知
症
に
な
っ
た
ら
ど
う
し
よ

う
」「
認
知
症
を
予
防
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
」
と
考
え
る
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
。

　　
脳
が
健
常
な
状
態
か
ら
認
知
症
に

な
る
前
に
は
、「
Ｍ
Ｃ
Ｉ（
軽
度
認
知

障
害
）」
と
呼
ば
れ
る
時
期
が
あ
り

ま
す
。Ｍ
Ｃ
Ｉ
は
認
知
症
予
備
軍
と

さ
れ
、
日
常
生
活
（
家
事
や
入
浴
、

買
い
物
な
ど
）
は
問
題
な
い
が
、
軽

い
認
知
機
能
低
下
が
あ
る
状
態
で

す
。
も
の
忘
れ
な
ど
の
異
変
に
自
分

だ
け
が
気
づ
い
た
り
、
仕
事
や
家
事

で
ミ
ス
や
も
の
忘
れ
が
増
え
、
周
り

の
人
が
徐
々
に
気
づ
き
始
め
た
り
し

ま
す
。
認
知
症
は
、
こ
の
よ
う
な
Ｍ

Ｃ
Ｉ
の
段
階
で
何
ら
か
の
手
を
打
て

ば
発
症
や
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
Ｍ
Ｃ
Ｉ
の
方
の
半
数
は
、
約
５
年

で
認
知
症
に
移
行
す
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
適
切
な
予
防
を
す
る
こ

と
で
健
常
な
状
態
に
戻
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
早
期
に
発
見
し
、
早
期

に
対
応
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
当

院
で
は
、Ｍ
Ｃ
Ｉ
の
リ
ス
ク
を
採
血

の
み
で
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
〝
Ｍ

Ｃ
Ｉ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
プ
ラ
ス
®〞

を
行
っ
て
い
ま
す
。
検
査
は
、
エ
イ

ジ
ン
グ
ケ
ア
科
（
内
科
）、
人
間
ド
ッ

ク
（
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
）
で
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
、「
認
知
症
」
と
加
齢

に
よ
る
「
も
の
忘
れ
」
は
違
い
ま
す
。

例
え
ば
、
自
分
が
体
験
し
た
こ
と
の

一
部
を
忘
れ
る
場
合
は
加
齢
に
よ
る

も
の
忘
れ
の
可
能
性
が
高
く
、
体
験

し
た
こ
と
そ
の
も
の
を
忘
れ
て
し
ま

う
場
合
は
認
知
症
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　
認
知
症
に
は
様
々
な
種
類
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
症
状
に
特
徴
が
あ
り

ま
す
。代
表
的
な
も
の
は
4
種
類
で
、

最
も
多
い
の
は
長
い
時
間
を
か
け
て

緩
や
か
に
進
行
す
る
「
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
型
認
知
症
」で
す
。
こ
の
他
に
、

脳
梗
塞
な
ど
の
脳
血
管
障
害
が
原
因

と
な
っ
て
起
こ
る
「
血
管
性
認
知

症
」、
幻
視
や
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症
状

な
ど
が
現
れ
る
「
レ
ビ
ー
小
体
型
認

知
症
」、
社
会
性
が
失
わ
れ
る
「
前

頭
側
頭
型
認
知
症
」
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
65
歳
未
満
で
発
症
す

る
認
知
症
の
こ
と
を
「
若
年
性
認
知

症
」
と
い
い
ま
す
。

　　　
残
念
な
が
ら
、
認
知
症
の
発
症
そ

の
も
の
を
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
内
閣
府
に
よ
る
と
、
認
知

症
の
予
防
と
は
「
認
知
症
に
な
ら
な

い
」
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、「
認

知
症
に
な
る
の
を
遅
ら
せ
る
」「
認

知
症
に
な
っ
た
と
し
て
も
進
行
を
緩

や
か
に
す
る
」と
さ
れ
て
い
ま
す（
※
）。

　
で
は
、
具
体
的
に
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
認
知
症
の
多
く

を
占
め
る
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

や
血
管
性
認
知
症
は
、生
活
習
慣
病（
高

血
圧
、
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
な
ど
）

が
主
な
原
因
で
す
。
つ
ま
り
、
生
活
習

慣
病
の
予
防
が
認
知
症
の
予
防
に
も
な

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ポ
イ
ン
ト
は
「
食
」「
運
動
」「
社

会
参
加
」「
知
的
活
動
」で
す
。
ま
ず
は
、

無
理
な
く
楽
し
く
続
け
ら
れ
そ
う
な

こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　　
食
生
活
を
見
直

し
ま
し
ょ
う
。「
塩

分
を
摂
り
す
ぎ
な

い
」「
魚
や
野
菜
を

積
極
的
に
食
べ
る
」「
バ
ラ
ン
ス
よ
く

食
べ
る
」
だ
け
で
な
く
、「
水
分
も
し
っ

か
り
摂
る
」こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、

食
べ
る
と
き
に
よ
く
噛
む
と
脳
に
刺
激

が
与
え
ら
れ
ま
す
。
し
っ
か
り
噛
む
た

め
に
は
、
歯
の
健
康
に
も
注
意
が
必
要

で
す
。
虫
歯
や
歯
周
病
、
入
れ
歯
が
合

わ
な
い
な
ど
、
口
腔
内
の
ト
ラ
ブ
ル
は

早
め
に
治
療
し
ま
し
ょ
う
。

　　
特
に
身
体
を

動
か
す
と
き
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
に

酸
素
を
利
用
す

る
有
酸
素
運
動

（
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
水
泳
な
ど
）
が

良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
脳

の
活
性
化
の
た
め
、
考
え
な
が
ら
体

を
動
か
す
「
デ
ュ
ア
ル
タ
ス
ク
・
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
」
も
お
す
す
め
で
す
。

　
地
域
活
動
や

サ
ー
ク
ル
活
動

な
ど
の
社
会
参

加
を
し
ま
し
ょ

う
。
人
と
話
す

こ
と
は
脳
に

と
っ
て
良
い
刺
激
と
な
り
ま
す
。
年

齢
を
重
ね
て
も
、
仕
事
や
趣
味
な
ど

を
通
じ
て
他
の
人
と
交
流
を
持
つ
こ

と
が
重
要
で
す
。

　
新
聞
を
読
む
こ

と
、パ
ズ
ル
や
ゲ
ー

ム
、
学
習
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
料
理
や
農
作
業

も
手
先
と
頭
を
同
時
に
使
う
た
め
、

効
果
的
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
一
日
を
振
り
返
っ
て
日
記
を
書

く
こ
と
も
知
的
活
動
の
一
つ
で
す
。

　　
認
知
症
に
な
る
可
能
性
は
誰
に
で

も
あ
り
ま
す
。
気
に
な
る
症
状
が
あ

る
方
は
早
め
に
か
か
り
つ
け
医
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。
当
院
で
は
、
脳
神

経
外
科
（
も
の
忘
れ
外
来
）
や
内
科

（
神
経
内
科
）
の
受
診
も
お
す
す
め

で
す
。

　
ま
た
、「
家
族
が
認
知
症
か
も
し

れ
な
い
」「
本
人
が
な
か
な
か
受
診

を
し
て
く
れ
な
い
」
な
ど
お
困
り
の

場
合
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
お
住
ま

い
の
地
域
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
神
経
内
科
部
長
　
酒
井
寿
明
）

Ｍ
Ｃ
Ｉ
リ
ス
ク
を
チ
ェ
ッ
ク

「
認
知
症
」と「
も
の
忘
れ
」の
違
い

認
知
症
の
種
類

認知症ともの忘れの違い

「
食
」

「
運
動
」

「
社
会
参
加
」

「
知
的
活
動
」

※
政
府
広
報
オ
ン
ラ
イ
ン
「
知
っ
て
お
き
た
い

認
知
症
の
基
本
」（https://w

w
w
.gov-on-

line.go.jp/useful/article/201308/1.htm
l

）

自
分
や
家
族
が
「
認
知
症
か
な
？
」

　
　
　
　
　
　
　
　 

と
思
っ
た
ら

認
知
症
の
前
段
階
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）

認
知
症
の
予
防

出典：『あたまとからだを元気にするMCIハンドブック』（国立研究開発法人　国立長寿
　　  医療研究センター）

・もの忘れ
・できごと自体を忘れて覚えていない
・家事などが段取りよく進められない
・もの盗られ妄想
・取り繕い　　　　　　　　など

・段階的に症状が悪くなる
・歩行障害、麻痺
・感情のコントロールが上手く
  できなくなる
・意欲が低下する　　　　など

・幻視（人や虫などが見える）
・パーキンソン症状
・症状が悪い時と良い時がある
・転びやすくなる
・睡眠中に突然大声や奇声を上げる  など

・性格が変わる
・怒りっぽい
・病識がなくなる
・我が道を行く　　　　　など

血管性認知症

レビー小体型認知症 前頭側頭型認知症

アルツハイマー型認知症

代表的な認知症の種類

出典：株式会社MCBI　webサイト「認知症予防習慣」

MCI は健常な状態と認知症の中間の状態
MCI は健常と認知症の中間にあって、

その後の対策次第ではどちらにもなりうる。

健常な状態 MCI 認知症

を
防
ぐ
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
？

認
知
症

予
防
と
早
期
発
見

（
例
）
歩
き
な
が
ら
し
り
と
り
を
す
る
／
掃

除
を
し
な
が
ら
歌
を
歌
う
　
　
　
　
　な
ど
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　「
心
療
内
科
と
精
神
科
の
違
い

は
？
」
と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
心
療

内
科
は
精
神
科
を
遠
回
し
に
言
い
換

え
た
表
現
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
実
際
に
は
、
心
療
内
科
と
精
神
科

の
両
方
を
標
榜
し
て
い
て
も
、
診
療

を
行
っ
て
い
る
の
は
精
神
科
医
で
あ

る
医
療
機
関
が
圧
倒
的
に
多
く
、
当

院
も
そ
の
一
つ
で
す
。
ま
た
、
当
院

は
外
来
診
療
の
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。

―
― 

心
療
内
科 

―
―
―
―
―
―
―

　
内
科
の
一
つ
の
分
野
で
、
心
理
的

な
要
因
に
よ
り
身
体
に
症
状
が
現
れ

る
『
心
身
症
』
が
主
な
治
療
対
象
で

す
。
治
療
期
間
は
比
較
的
短
く
、
多

く
は
外
来
の
み
で
対
応
で
き
、
社
会

的
な
問
題
行
動
に
至
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

―
― 

精
神
科 

―
―
―
―
―
―
―
―

　
精
神
や
気
分
に
変
調
を
き
た
す
疾

患
が
治
療
対
象
で
、
統
合
失
調
症
や

気
分
障
害
な
ど
、
精
神
に
関
連
す
る

幅
広
い
疾
患
の
診
察
や
治
療
を
行
い

ま
す
。
病
状
に
よ
っ
て
は
、
入
院
を

必
要
と
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
治

療
期
間
は
比
較
的
長
く
、
人
に
よ
っ

て
は
生
涯
に
わ
た
る
方
も
い
ま
す
。

　
初
め
て
精
神
科
の
診
察
を
希
望
す

る
方
は
、
事
前
に
〝
身
体
の
病
気
で

あ
る
可
能
性
を
除
外
し
て
お
く
〞
こ

と
が
必
要
で
す
。
あ
ら
か
じ
め
内
科

な
ど
で
身
体
的
な
病
気
の
有
無
を
確

認
し
た
上
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

精
神
科
で
は
、
検
査
や
見
た
だ
け
で

は
わ
か
ら
な
い
病
気
に
向
き
合
い
、

患
者
さ
ん
と
協
力
し
て
、
快
適
な
社

会
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
治
療
を
行

い
ま
す
。

　
今
回
は
、当
院
で
診
察
可
能
な『
春

と
が
あ
り
ま
す
。


普
通
に
で
き
て
い
た
こ
と
が
辛
く

な
り
気
持
ち
が
乗
ら
な
い


学
校
や
職
場
に
行
く
の
が
嫌
で
人

と
会
う
の
が
億
劫


情
緒
が
不
安
定
に
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

な
ど

　
特
徴
は
、
明
ら
か
な
き
っ
か
け
と

な
る
出
来
事
が
あ
る
こ
と
で
す
。
原

因
と
な
る
環
境
を
調
整
し
、
適
応
し

や
す
い
状
況
を
獲
得
す
る
こ
と
が
一

番
の
治
療
に
な
り
ま
す
。
補
助
的
に

投
薬
や
休
養
を
勧
め
る
場
合
も
あ
り

ま
す
が
、
ス
ト
レ
ス
か
ら
離
れ
て
適

応
可
能
な
環
境
を
獲
得
す
れ
ば
、
比

較
的
速
や
か
に
症
状
は
改
善
し
ま
す
。

　
　

　
春
は
日
が
長
く
な
り
、
睡
眠
リ
ズ

ム
を
崩
し
や
す
い
時
期
で
す
。
最
も

大
事
な
の
は
生
活
習
慣
を
整
え
る
こ

と
で
す
。
生
活
習
慣
改
善
の
コ
ツ
は
、

①
起
床
時
間
を
一
定
に
す
る
②
入
眠

前
一
時
間
は
ス
マ
ホ
や
テ
レ
ビ
な
ど

の
刺
激
を
避
け
る
こ
と
で
す
。
特
に

①
は
大
事
で
す
。
人
間
は
寝
貯
め
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
前
日
に

眠
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
起
き
る

時
間
を
遅
く
す
る
の
は
逆
効
果
で

す
。
そ
の
日
の
睡
眠
時
間
が
短
く

な
っ
て
も
、
い
つ
も
の
時
間
に
起

き
、
夜
は
早
目
に
就
寝
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　（
心
療
内
科
・
精
神
科
部
長

岡
田
文
美
子
）

に
多
く
見
ら
れ
る
疾
患
』
に
つ
い
て

ご
説
明
し
ま
す
。

　
明
ら
か
な
き
っ
か
け
が
な
い
に
も

関
わ
ら
ず
、次
の
よ
う
な
症
状
が「
ほ

ぼ
一
日
中
」「
2
週
間
以
上
」
持
続

す
る
場
合
に
は
、
う
つ
病
を
発
症
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。


一
日
中
、
気
分
が
落
ち
込
む


何
も
か
も
に
興
味
が
な
く
な
る


食
事
や
睡
眠
が
と
れ
な
い


不
安
や
焦
り
が
あ
り
、
特
に
朝
は

調
子
が
悪
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

な
ど

　　
う
つ
病
の
原
因
は
ま
だ
明
ら
か
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ス
ト
レ
ス
な
ど

に
よ
っ
て
起
こ
る
脳
の
ホ
ル
モ
ン
の

分
泌
異
常
に
よ
る
機
能
不
全
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
妄
想
的
な
考
え
が

浮
か
び
正
常
な
判
断
が
で
き
な
く
な

り
、
時
に
は
自
傷
行
為
や
自
殺
企
図

な
ど
を
す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
周

診
療
最
前
線

心
療
内
科
・
精
神
科

囲
の
方
も
注
意
が
必
要
で
す
。
治
療

の
柱
は
、
十
分
な
休
養
と
薬
物
療
法

で
す
。
無
理
に
声
を
か
け
た
り
、
外

出
や
旅
行
に
誘
っ
た
り
す
る
こ
と
は

控
え
、
本
人
が
楽
な
よ
う
に
、
で
き

る
だ
け
静
か
に
見
守
っ
て
く
だ
さ

い
。

　
抗
う
つ
薬
の
多
く
は
服
用
開
始
か

ら
2
週
間
ほ
ど
か
け
て
ゆ
っ
く
り
効

果
を
表
し
ま
す
。
効
果
が
十
分
に
み

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
は
、
症
状

に
合
わ
せ
て
睡
眠
導
入
剤
や
抗
不
安

薬
な
ど
を
併
用
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。抗
う
つ
薬
は
あ
る
程
度
の
期
間
、

継
続
し
て
服
用
す
る
必
要
が
あ
り
、

自
己
判
断
で
減
ら
し
た
り
止
め
た
り

す
る
と
症
状
が
悪
化
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
副
作
用
の
少
な
い
抗
う
つ

薬
も
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
医
師
と

相
談
し
、
症
状
に
合
っ
た
薬
の
種
類

と
量
を
し
っ
か
り
服
用
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　　
進
学
、
就
職
、
異
動
な
ど
、
春
は

人
間
関
係
や
環
境
に
様
々
な
変
化
が

起
こ
り
や
す
い
時
期
で
す
。
新
た
な

環
境
に
な
じ
め
ず
調
子
を
崩
し
、
軽

い
う
つ
病
と
似
た
症
状
が
現
れ
る
こ

　
春
に
な
っ
て
花
の
便
り
が
気
に
な

る
季
節
に
な
り
ま
し
た
が
、
同
時
に

鼻
の
調
子
も
気
に
な
っ
て
仕
方
が
な

い
と
い
う
方
々
が
増
え
ま
す
。
そ
う

で
す
、
季
節
の
便
り
で
あ
る
ス
ギ
花

粉
症
で
す
。
鼻
水
や
鼻
詰
ま
り
、
目

の
痒
み
が
主
な
症
状
で
す
が
、
鼻
水

と
目
の
痒
み
に
は
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬

や
小
青
竜
湯
、
麻
黄
附
子
細
辛
湯
な

ど
の
漢
方
薬
が
そ
れ
な
り
の
効
果
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
鼻
詰
ま
り
だ

け
は
な
ん
と
も
し
難
い
と
い
う
場
合

に
柴
苓
湯
を
追
加
し
ま
す
。
柴
苓
湯

は
、
日
本
で
生
み
出
さ
れ
た
処
方
で

す
。
む
く
み
を
と
る
五
苓
散
と
炎
症

を
抑
え
る
小
柴
胡
湯
を
合
わ
せ
て
作

ら
れ
ま
し
た
。
鼻
詰
ま
り
は
ア
レ
ル

ギ
ー
反
応
の
た
め
に
鼻
の
内
側
の
粘

膜
が
炎
症
を
起
こ
し
、
む
く
ん
で
狭

く
な
っ
た
状
態
で
す
か
ら
、
柴
苓
湯

の
作
用
が
十
分
期
待
で
き
ま
す
。
柴

苓
湯
単
独
の
治
療
で
も
、
有
効
と
や

や
有
効
を
合
わ
せ
た
有
効
率
は
71
・

3
％
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
抗

ア
レ
ル
ギ
ー
薬
や
他
の
漢
方
薬
と
の

併
用
も
で
き
ま
す
。

（
小
児
科
部
長
　
池
野
一
秀
）

か
ゆ

し
ょ
う
せ
い
り
ゅ
う
と
う

ま   

お
う   

ぶ     

し    

さ
い  

し
ん  

と
う

ご   

れ
い  

さ
ん

し
ょ
う
さ
い   

こ    

と
う

花
粉
症
の
鼻
詰
ま
り
に
柴
苓
湯

さ
い
れ
い
と
う

柴苓湯 さいれいとう

【効能又は効果】
吐き気、食欲不振、のど
のかわき、排尿が少ない
などの次の諸症：水瀉性
下痢、急性胃腸炎、暑気
あたり、むくみ
※必ず医師の指示のもと
　服用してください。

池野医師の書籍紹介

Dr.イケノの
思春期お悩み相談室
漢方薬で癒すこころとカラダ

著：池野一秀
価格：3,278円（税込）
B6判・180頁
発行：新興医学出版社

当院1階売店
「ハーモニー」
にて好評発売中！

漢
方
薬
で
癒
す

こ
こ
ろ
と
カ
ラ
ダ

15

さ
い  

れ
い  

と
う

　
当
科
で
は
、
登
録
精
神
腫
瘍

医
が
他
科
の
医
師
や
緩
和
ケ
ア

チ
ー
ム
と
連
携
し
、
が
ん
の
診

断
を
受
け
た
方
や
そ
の
ご
家
族

の
心
の
ケ
ア
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
主
治
医
の
先
生
の
了

解
が
得
ら
れ
た
ら
、
辛
い
気
持

ち
や
不
安
な
ど
、
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
心
療
内
科
・
精
神
科
は
完
全

予
約
制
で
す
。
受
診
を
ご
希
望

の
方
は
お
電
話
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

TEL
:0
2
6
-2
7
8
-2
0
3
1（
代
表
）

時
間
:平
日
9
時
〜
12
時

う
つ
病

適
応
障
害

睡
眠
障
害

や

お
っ
く
う

ひ
ょ
う
ぼ
う

＊
　
　＊
　
　＊
　
　＊
　
　＊
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　「
心
療
内
科
と
精
神
科
の
違
い

は
？
」
と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
心
療

内
科
は
精
神
科
を
遠
回
し
に
言
い
換

え
た
表
現
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
実
際
に
は
、
心
療
内
科
と
精
神
科

の
両
方
を
標
榜
し
て
い
て
も
、
診
療

を
行
っ
て
い
る
の
は
精
神
科
医
で
あ

る
医
療
機
関
が
圧
倒
的
に
多
く
、
当

院
も
そ
の
一
つ
で
す
。
ま
た
、
当
院

は
外
来
診
療
の
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。

―
― 

心
療
内
科 

―
―
―
―
―
―
―

　
内
科
の
一
つ
の
分
野
で
、
心
理
的

な
要
因
に
よ
り
身
体
に
症
状
が
現
れ

る
『
心
身
症
』
が
主
な
治
療
対
象
で

す
。
治
療
期
間
は
比
較
的
短
く
、
多

く
は
外
来
の
み
で
対
応
で
き
、
社
会

的
な
問
題
行
動
に
至
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

―
― 

精
神
科 

―
―
―
―
―
―
―
―

　
精
神
や
気
分
に
変
調
を
き
た
す
疾

患
が
治
療
対
象
で
、
統
合
失
調
症
や

気
分
障
害
な
ど
、
精
神
に
関
連
す
る

幅
広
い
疾
患
の
診
察
や
治
療
を
行
い

ま
す
。
病
状
に
よ
っ
て
は
、
入
院
を

必
要
と
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
治

療
期
間
は
比
較
的
長
く
、
人
に
よ
っ

て
は
生
涯
に
わ
た
る
方
も
い
ま
す
。

　
初
め
て
精
神
科
の
診
察
を
希
望
す

る
方
は
、
事
前
に
〝
身
体
の
病
気
で

あ
る
可
能
性
を
除
外
し
て
お
く
〞
こ

と
が
必
要
で
す
。
あ
ら
か
じ
め
内
科

な
ど
で
身
体
的
な
病
気
の
有
無
を
確

認
し
た
上
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

精
神
科
で
は
、
検
査
や
見
た
だ
け
で

は
わ
か
ら
な
い
病
気
に
向
き
合
い
、

患
者
さ
ん
と
協
力
し
て
、
快
適
な
社

会
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
治
療
を
行

い
ま
す
。

　
今
回
は
、当
院
で
診
察
可
能
な『
春

と
が
あ
り
ま
す
。


普
通
に
で
き
て
い
た
こ
と
が
辛
く

な
り
気
持
ち
が
乗
ら
な
い


学
校
や
職
場
に
行
く
の
が
嫌
で
人

と
会
う
の
が
億
劫


情
緒
が
不
安
定
に
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

な
ど

　
特
徴
は
、
明
ら
か
な
き
っ
か
け
と

な
る
出
来
事
が
あ
る
こ
と
で
す
。
原

因
と
な
る
環
境
を
調
整
し
、
適
応
し

や
す
い
状
況
を
獲
得
す
る
こ
と
が
一

番
の
治
療
に
な
り
ま
す
。
補
助
的
に

投
薬
や
休
養
を
勧
め
る
場
合
も
あ
り

ま
す
が
、
ス
ト
レ
ス
か
ら
離
れ
て
適

応
可
能
な
環
境
を
獲
得
す
れ
ば
、
比

較
的
速
や
か
に
症
状
は
改
善
し
ま
す
。

　
　

　
春
は
日
が
長
く
な
り
、
睡
眠
リ
ズ

ム
を
崩
し
や
す
い
時
期
で
す
。
最
も

大
事
な
の
は
生
活
習
慣
を
整
え
る
こ

と
で
す
。
生
活
習
慣
改
善
の
コ
ツ
は
、

①
起
床
時
間
を
一
定
に
す
る
②
入
眠

前
一
時
間
は
ス
マ
ホ
や
テ
レ
ビ
な
ど

の
刺
激
を
避
け
る
こ
と
で
す
。
特
に

①
は
大
事
で
す
。
人
間
は
寝
貯
め
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
前
日
に

眠
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
起
き
る

時
間
を
遅
く
す
る
の
は
逆
効
果
で

す
。
そ
の
日
の
睡
眠
時
間
が
短
く

な
っ
て
も
、
い
つ
も
の
時
間
に
起

き
、
夜
は
早
目
に
就
寝
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　（
心
療
内
科
・
精
神
科
部
長

岡
田
文
美
子
）

に
多
く
見
ら
れ
る
疾
患
』
に
つ
い
て

ご
説
明
し
ま
す
。

　
明
ら
か
な
き
っ
か
け
が
な
い
に
も

関
わ
ら
ず
、次
の
よ
う
な
症
状
が「
ほ

ぼ
一
日
中
」「
2
週
間
以
上
」
持
続

す
る
場
合
に
は
、
う
つ
病
を
発
症
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。


一
日
中
、
気
分
が
落
ち
込
む


何
も
か
も
に
興
味
が
な
く
な
る


食
事
や
睡
眠
が
と
れ
な
い


不
安
や
焦
り
が
あ
り
、
特
に
朝
は

調
子
が
悪
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

な
ど

　　
う
つ
病
の
原
因
は
ま
だ
明
ら
か
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ス
ト
レ
ス
な
ど

に
よ
っ
て
起
こ
る
脳
の
ホ
ル
モ
ン
の

分
泌
異
常
に
よ
る
機
能
不
全
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
妄
想
的
な
考
え
が

浮
か
び
正
常
な
判
断
が
で
き
な
く
な

り
、
時
に
は
自
傷
行
為
や
自
殺
企
図

な
ど
を
す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
周

診
療
最
前
線

心
療
内
科
・
精
神
科

囲
の
方
も
注
意
が
必
要
で
す
。
治
療

の
柱
は
、
十
分
な
休
養
と
薬
物
療
法

で
す
。
無
理
に
声
を
か
け
た
り
、
外

出
や
旅
行
に
誘
っ
た
り
す
る
こ
と
は

控
え
、
本
人
が
楽
な
よ
う
に
、
で
き

る
だ
け
静
か
に
見
守
っ
て
く
だ
さ

い
。

　
抗
う
つ
薬
の
多
く
は
服
用
開
始
か

ら
2
週
間
ほ
ど
か
け
て
ゆ
っ
く
り
効

果
を
表
し
ま
す
。
効
果
が
十
分
に
み

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
は
、
症
状

に
合
わ
せ
て
睡
眠
導
入
剤
や
抗
不
安

薬
な
ど
を
併
用
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。抗
う
つ
薬
は
あ
る
程
度
の
期
間
、

継
続
し
て
服
用
す
る
必
要
が
あ
り
、

自
己
判
断
で
減
ら
し
た
り
止
め
た
り

す
る
と
症
状
が
悪
化
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
副
作
用
の
少
な
い
抗
う
つ

薬
も
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
医
師
と

相
談
し
、
症
状
に
合
っ
た
薬
の
種
類

と
量
を
し
っ
か
り
服
用
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　　
進
学
、
就
職
、
異
動
な
ど
、
春
は

人
間
関
係
や
環
境
に
様
々
な
変
化
が

起
こ
り
や
す
い
時
期
で
す
。
新
た
な

環
境
に
な
じ
め
ず
調
子
を
崩
し
、
軽

い
う
つ
病
と
似
た
症
状
が
現
れ
る
こ

　
春
に
な
っ
て
花
の
便
り
が
気
に
な

る
季
節
に
な
り
ま
し
た
が
、
同
時
に

鼻
の
調
子
も
気
に
な
っ
て
仕
方
が
な

い
と
い
う
方
々
が
増
え
ま
す
。
そ
う

で
す
、
季
節
の
便
り
で
あ
る
ス
ギ
花

粉
症
で
す
。
鼻
水
や
鼻
詰
ま
り
、
目

の
痒
み
が
主
な
症
状
で
す
が
、
鼻
水

と
目
の
痒
み
に
は
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬

や
小
青
竜
湯
、
麻
黄
附
子
細
辛
湯
な

ど
の
漢
方
薬
が
そ
れ
な
り
の
効
果
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
鼻
詰
ま
り
だ

け
は
な
ん
と
も
し
難
い
と
い
う
場
合

に
柴
苓
湯
を
追
加
し
ま
す
。
柴
苓
湯

は
、
日
本
で
生
み
出
さ
れ
た
処
方
で

す
。
む
く
み
を
と
る
五
苓
散
と
炎
症

を
抑
え
る
小
柴
胡
湯
を
合
わ
せ
て
作

ら
れ
ま
し
た
。
鼻
詰
ま
り
は
ア
レ
ル

ギ
ー
反
応
の
た
め
に
鼻
の
内
側
の
粘

膜
が
炎
症
を
起
こ
し
、
む
く
ん
で
狭

く
な
っ
た
状
態
で
す
か
ら
、
柴
苓
湯

の
作
用
が
十
分
期
待
で
き
ま
す
。
柴

苓
湯
単
独
の
治
療
で
も
、
有
効
と
や

や
有
効
を
合
わ
せ
た
有
効
率
は
71
・

3
％
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
抗

ア
レ
ル
ギ
ー
薬
や
他
の
漢
方
薬
と
の

併
用
も
で
き
ま
す
。

（
小
児
科
部
長
　
池
野
一
秀
）

か
ゆ

し
ょ
う
せ
い
り
ゅ
う
と
う

ま   

お
う   

ぶ     

し    

さ
い  

し
ん  

と
う

ご   

れ
い  

さ
ん

し
ょ
う
さ
い   

こ    

と
う

花
粉
症
の
鼻
詰
ま
り
に
柴
苓
湯

さ
い
れ
い
と
う

柴苓湯 さいれいとう

【効能又は効果】
吐き気、食欲不振、のど
のかわき、排尿が少ない
などの次の諸症：水瀉性
下痢、急性胃腸炎、暑気
あたり、むくみ
※必ず医師の指示のもと
　服用してください。

池野医師の書籍紹介

Dr.イケノの
思春期お悩み相談室
漢方薬で癒すこころとカラダ

著：池野一秀
価格：3,278円（税込）
B6判・180頁
発行：新興医学出版社

当院1階売店
「ハーモニー」
にて好評発売中！

漢
方
薬
で
癒
す

こ
こ
ろ
と
カ
ラ
ダ

15

さ
い  

れ
い  

と
う

　
当
科
で
は
、
登
録
精
神
腫
瘍

医
が
他
科
の
医
師
や
緩
和
ケ
ア

チ
ー
ム
と
連
携
し
、
が
ん
の
診

断
を
受
け
た
方
や
そ
の
ご
家
族

の
心
の
ケ
ア
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
主
治
医
の
先
生
の
了

解
が
得
ら
れ
た
ら
、
辛
い
気
持

ち
や
不
安
な
ど
、
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
心
療
内
科
・
精
神
科
は
完
全

予
約
制
で
す
。
受
診
を
ご
希
望

の
方
は
お
電
話
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

TEL
:0
2
6
-2
7
8
-2
0
3
1（
代
表
）

時
間
:平
日
9
時
〜
12
時

う
つ
病

適
応
障
害

睡
眠
障
害

や

お
っ
く
う

ひ
ょ
う
ぼ
う

＊
　
　＊
　
　＊
　
　＊
　
　＊
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は
症
状
が
な
く
、
骨
折
し
て
初
め
て

わ
か
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
一

度
脆
弱
性
骨
折
を
生
じ
る
と
、
二
次

骨
折
（
同
じ
、
ま
た
は
別
の
部
位
に

起
こ
る
脆
弱
性
骨
折
）
の
危
険
性
が

高
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
（
図

1
）。
ま
た
、
脆
弱
性
骨
折
の
中
で
も

大
腿
骨
近
位
部
骨
折
は
、
歩
行
に
重

要
な
〝
太
も
も
の
付
け
根
あ
た
り
〞

の
骨
折
で
あ
る
た
め
、
そ
の
後
の
生

活
に
大
き
く
支
障
を
き
た
し
ま
す
。

　　　
脆
弱
性
骨
折
後
の
患
者
さ
ん
に
対

し
て
、
適
切
な
骨
粗
鬆
症
治
療
を
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
し
、
二
次
骨
折
を
予
防

し
よ
う
と
す
る
取
り
組

み
を
「
骨
折
リ
エ
ゾ
ン

サ
ー
ビ
ス
（Fracture 

L
iaison Service

：

F
L
S
）」
と
い
い
ま

す
。
F
L
S
は
多
職
種

の
チ
ー
ム
に
よ
り
、
骨

粗
鬆
症
の
「
治
療
開
始

率
」「
治
療
継
続
率
」
を

上
げ
、
転
倒
予
防
な
ど

を
行
い
ま
す
。

　
当
院
で
は
2
0
2
2

年
10
月
に
チ
ー
ム
を
立

ち
上
げ
、
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
特
に
高
齢
者
に
生
じ
た
大
腿
骨
近

位
部
骨
折
の
場
合
、
そ
れ
だ
け
で
骨

粗
鬆
症
の
治
療
が
必
要
と
判
断
さ
れ

ま
す
。
F
L
S
チ
ー
ム
で
は
、
二
次

骨
折
を
予
防
す
る
た
め
に
骨
密
度
測

定
や
骨
代
謝
マ
ー
カ
ー
な
ど
の
検
査

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
転
倒
の
し
や

す
さ
や
、
周
囲
へ
注
意
が
払
え
る
か

な
ど
の
認
知
機
能
も
評
価
し
ま
す
。

　
骨
粗
鬆
症
の
患
者
さ
ん
は
主
に
薬

の
内
服
に
よ
る
治
療
を
行
い
ま
す

が
、
治
療
は
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
日
々
の
食
事
で
バ
ラ
ン
ス
良

く
栄
養
を
摂
取
す
る
こ
と
も
重
要
で

す
。
F
L
S
チ
ー
ム
で
は
管
理
栄
養

士
が
食
事
の
摂
り
方
に
つ
い
て
も
丁

寧
に
説
明
を
行
い
ま
す
。

　　　
大
腿
骨
近
位
部
骨
折
の
治
療
後
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
継
続
の
た

め
当
院
の
よ
う
に
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
を
持
つ
医
療
機
関

へ
転
院
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
際
に
は
、
病
院
間
で
骨
粗
鬆
症
治

療
に
関
す
る
情
報
も
共
有
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
当
院
と
南
長
野
医
療
セ
ン

タ
ー
篠
ノ
井
総
合
病
院
、
長
野
赤
十

字
病
院
及
び
千
曲
中
央
病
院
で
は
、

各
病
院
の
F
L
S
チ
ー
ム
が
中
心
と

な
っ
て
連
携
し
、
共
通
の
書
式
を
用

い
た
情
報
共
有
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
を
退
院

し
た
後
、
か
か
り
つ
け
医
を
受
診
す

る
際
に
も
有
用
な
情
報
に
な
り
ま
す
。

　
骨
粗
鬆
症
は
高
齢
に
な
る
に
つ
れ

て
み
ず
か
ら
予
防
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
疾
患
で
す
。
私
た
ち
F
L
S

チ
ー
ム
は
、
患
者
さ
ん
や
そ
の
ご
家

族
に
骨
粗
鬆
症
に
関
す
る
知
識
や
注

意
点
等
を
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
説
明

す
る
こ
と
で
、
取
り
組
み
の
き
っ
か

け
や
継
続
す
る
助
け
と
な
る
よ
う
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
整
形
外
科
統
括
部
長
　
北
原
　
淳
）

　
高
齢
者
の
骨
折
は
、
転
ん
で
手
を

つ
い
た
、
し
り
も
ち
を
つ
い
た
、
重

い
も
の
を
持
ち
上
げ
た
、
な
ど
の
軽

微
な
外
力
に
よ
っ
て
生
じ
る
と
い
う

特
徴
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
骨

折
を
脆
弱
性
骨
折
と
い
い
、
骨
折
の

背
景
に
は
骨
粗
鬆
症
が
隠
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
骨
粗
鬆
症
そ
の
も
の

二
次
骨
折
を
予
防
し
よ
う

―
F
L
S
チ
ー
ム
の
活
動
―

知
っ
て
お
き
た
い

    
診
療
技
術

（画像提供：ユーシービージャパン株式会社
  https://www.flscollege.jp/orientation/background.
  html#section1より） 

図1　二次骨折の危険性（海外データ） 「
骨
折
リ
エ
ゾ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　（F
L
S
）」と
は

高
齢
者
の
骨
折

骨粗鬆症
治療に取り組む
患者さん

医師

看護師薬剤師

リハ
セラピスト

診療
放射線
技師

管理
栄養士

医療
ソーシャル
ワーカー

ぜ
い
じ
ゃ
く

地
域
に
お
け
る

     

F
L
S
チ
ー
ム
の
活
動

　
　　　

た
ば
こ
は
呼
吸
器
に
悪
い
影
響
し

か
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
は
、
周
知
の
事

実
で
す
。
肺
癌
、
慢
性
閉
塞
性
肺
疾

患
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
）、
気
管
支
喘
息
、
間

質
性
肺
炎
は
、
い
ず
れ
も
た
ば
こ
に

よ
り
発
症
率
が
上
昇
し
、
症
状
が
悪

化
す
る
要
因
（
増
悪
因
子
）
に
も
な

る
た
め
、
治
療
の
第
一
歩
は
〝
禁
煙
〞

で
す
。「
い
っ
そ
一
箱
10
万
円
に
値
上

げ
し
て
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
か
」
と

呼
吸
器
内
科
医
と
し
て
は
真
剣
に

願
っ
て
い
ま
す
。
本
気
で
す
。

　
新
型
の
た
ば
こ
に
は
、
タ
バ
コ
葉

を
使
用
す
る
「
加
熱
式
タ
バ
コ
」
と
、

タ
バ
コ
葉
を
使
用
し
な
い
「
電
子
タ

バ
コ
」
が
あ
り
ま
す
。

　
一
時
期
は
「
加
熱
式
タ
バ
コ
に
し

た
か
ら
大
丈
夫
」
と
い
う
こ
と
を
よ

く
耳
に
し
ま
し
た
が
、
大
丈
夫
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
加
熱
式
タ
バ
コ
の
エ

ア
ロ
ゾ
ル
（
霧
・
ミ
ス
ト
）
に
は
ニ

コ
チ
ン
や
発
が
ん
性
の
あ
る
有
害
成

分
が
含
ま
れ
て
お
り
、
加
熱
式
タ
バ

コ
の
数
ヶ
月
間
の
喫
煙
で
肺
障
害
が

生
じ
た
事
例
が
す
で
に
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
電
子
タ
バ
コ
に

は
ニ
コ
チ
ン
が
含
ま
れ
て
い
な
い
も

の
の
、
様
々
な
添
加
物
や
香
料
が
加

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
原
材
料
は
無
害

で
あ
っ
て
も
、
加
熱
さ
れ
る
こ
と
で

発
が
ん
性
の
あ
る
有
害
成
分
が
生
じ

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
3
年
前
か
ら
私
た
ち
の
生
活
の
一

部
と
な
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
）
感
染
症
の
重
症

化
リ
ス
ク
因
子
の
一
つ
も〝
た
ば
こ
〞

で
す
。

　
喫
煙
が
肺
に
と
っ
て
い
い
こ
と
は

一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
の

健
康
の
た
め
に
も
「
病
院
を
受
診
す

る
前
に
、
ま
ず
禁
煙
し
て
く
だ
さ
い
」

と
言
い
続
け
る

の
が
呼
吸
器
内

科
医
の
仕
事
の

一
つ
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

（
呼
吸
器
内
科
部
長
　
横
関
万
里
）

「
加
熱
式
タ
バ
コ
」
な
ら
大
丈
夫
？

や
は
り
「
禁
煙
」
が
大
切

す
ぐ
に
役
立
つ

医
療
の
知
識

シ
リ
ー
ズ

　た
ば
こ
の
有
害
性
①

た
ば
こ
と
肺

おしえて 　　　　さん保 健 師 40歳を過ぎたら大腸内視鏡検査を！

　大腸がんは女性の部位別がん死亡数の第１位で、がん全体の罹患率でも胃がんに次いで第２位
となっています。増加の要因は食生活の欧米化（動物性脂肪の摂り過ぎ）などで、早期であれば
外科治療を行わず、内視鏡治療が可能なため、早期発見・早期治療が重要です。

便潜血検査で陽性になった場合やCT
コロノグラフィー検査で異常が疑われ
た場合は、必ず精密検査で「大腸内視
鏡検査」を受けることが大切です。

また、大腸がんがあっても便潜血
検査で陽性とならない場合もある
ため、40歳を過ぎたら大腸内視鏡
検査をお勧めします。人間ドック受
診時または内視鏡専門医がいる医療
機関でご相談ください。

ワンポイントアドバイス！積極的に大腸内視鏡検査を受けましょう
● 40歳を過ぎたら、自覚症状がなくても大腸内視鏡検査を受けましょう。
● 検査で異常が疑われた場合は、精密検査で大腸内視鏡検査を受けましょう。

  

大腸がんを見つけるにはどのような検査があるの？
　　　　　　便中の血液の有無を調べる簡易検査
で、２日分の便を採取します。
便潜血検査

大腸内視鏡検査　　　　　　 　  肛門から内視鏡を入れ、
直腸から盲腸まで観察します。ポリープ
などがあればそのまま切除が可能です。
検査には、食事制限や下剤を飲むなど
事前の準備が必要です。

　　　　　　　　　　　  CTスキャンで大腸を撮
影し、画像情報から仮想内視画像を作成します。
身体的負担は軽度です。

CTコロノグラフィー検査

り  かん

※当院では実施しておりません。
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は
症
状
が
な
く
、
骨
折
し
て
初
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て

わ
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場
合
が
ほ
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ん
ど
で
す
。
一

度
脆
弱
性
骨
折
を
生
じ
る
と
、
二
次

骨
折
（
同
じ
、
ま
た
は
別
の
部
位
に

起
こ
る
脆
弱
性
骨
折
）
の
危
険
性
が

高
い
こ
と
が
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ま
す
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1
）。
ま
た
、
脆
弱
性
骨
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の
中
で
も

大
腿
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は
、
歩
行
に
重
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な
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も
も
の
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け
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の
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で
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る
た
め
、
そ
の
後
の
生

活
に
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く
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を
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し
ま
す
。

　　　
脆
弱
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後
の
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者
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に
対
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て
、
適
切
な
骨
粗
鬆
症
治
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を
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メ
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ト
し
、
二
次
骨
折
を
予
防

し
よ
う
と
す
る
取
り
組

み
を
「
骨
折
リ
エ
ゾ
ン

サ
ー
ビ
ス
（Fracture 

L
iaison Service

：

F
L
S
）」
と
い
い
ま

す
。
F
L
S
は
多
職
種

の
チ
ー
ム
に
よ
り
、
骨

粗
鬆
症
の
「
治
療
開
始

率
」「
治
療
継
続
率
」
を

上
げ
、
転
倒
予
防
な
ど

を
行
い
ま
す
。

　
当
院
で
は
2
0
2
2

年
10
月
に
チ
ー
ム
を
立

ち
上
げ
、
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
特
に
高
齢
者
に
生
じ
た
大
腿
骨
近

位
部
骨
折
の
場
合
、
そ
れ
だ
け
で
骨

粗
鬆
症
の
治
療
が
必
要
と
判
断
さ
れ

ま
す
。
F
L
S
チ
ー
ム
で
は
、
二
次

骨
折
を
予
防
す
る
た
め
に
骨
密
度
測

定
や
骨
代
謝
マ
ー
カ
ー
な
ど
の
検
査

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
転
倒
の
し
や

す
さ
や
、
周
囲
へ
注
意
が
払
え
る
か

な
ど
の
認
知
機
能
も
評
価
し
ま
す
。

　
骨
粗
鬆
症
の
患
者
さ
ん
は
主
に
薬

の
内
服
に
よ
る
治
療
を
行
い
ま
す

が
、
治
療
は
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
日
々
の
食
事
で
バ
ラ
ン
ス
良

く
栄
養
を
摂
取
す
る
こ
と
も
重
要
で

す
。
F
L
S
チ
ー
ム
で
は
管
理
栄
養

士
が
食
事
の
摂
り
方
に
つ
い
て
も
丁

寧
に
説
明
を
行
い
ま
す
。

　　　
大
腿
骨
近
位
部
骨
折
の
治
療
後
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
継
続
の
た

め
当
院
の
よ
う
に
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
を
持
つ
医
療
機
関

へ
転
院
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
際
に
は
、
病
院
間
で
骨
粗
鬆
症
治

療
に
関
す
る
情
報
も
共
有
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
当
院
と
南
長
野
医
療
セ
ン

タ
ー
篠
ノ
井
総
合
病
院
、
長
野
赤
十

字
病
院
及
び
千
曲
中
央
病
院
で
は
、

各
病
院
の
F
L
S
チ
ー
ム
が
中
心
と

な
っ
て
連
携
し
、
共
通
の
書
式
を
用

い
た
情
報
共
有
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
を
退
院

し
た
後
、
か
か
り
つ
け
医
を
受
診
す

る
際
に
も
有
用
な
情
報
に
な
り
ま
す
。

　
骨
粗
鬆
症
は
高
齢
に
な
る
に
つ
れ

て
み
ず
か
ら
予
防
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
疾
患
で
す
。
私
た
ち
F
L
S

チ
ー
ム
は
、
患
者
さ
ん
や
そ
の
ご
家

族
に
骨
粗
鬆
症
に
関
す
る
知
識
や
注

意
点
等
を
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
説
明

す
る
こ
と
で
、
取
り
組
み
の
き
っ
か

け
や
継
続
す
る
助
け
と
な
る
よ
う
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
整
形
外
科
統
括
部
長
　
北
原
　
淳
）

　
高
齢
者
の
骨
折
は
、
転
ん
で
手
を

つ
い
た
、
し
り
も
ち
を
つ
い
た
、
重

い
も
の
を
持
ち
上
げ
た
、
な
ど
の
軽

微
な
外
力
に
よ
っ
て
生
じ
る
と
い
う

特
徴
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
骨

折
を
脆
弱
性
骨
折
と
い
い
、
骨
折
の

背
景
に
は
骨
粗
鬆
症
が
隠
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
骨
粗
鬆
症
そ
の
も
の

二
次
骨
折
を
予
防
し
よ
う

―
F
L
S
チ
ー
ム
の
活
動
―

知
っ
て
お
き
た
い

    

診
療
技
術

（画像提供：ユーシービージャパン株式会社
  https://www.flscollege.jp/orientation/background.
  html#section1より） 

図1　二次骨折の危険性（海外データ） 「
骨
折
リ
エ
ゾ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　（F
L
S
）」と
は

高
齢
者
の
骨
折

骨粗鬆症
治療に取り組む
患者さん

医師

看護師薬剤師

リハ
セラピスト

診療
放射線
技師

管理
栄養士

医療
ソーシャル
ワーカー

ぜ
い
じ
ゃ
く

地
域
に
お
け
る

     

F
L
S
チ
ー
ム
の
活
動

　
　　　

た
ば
こ
は
呼
吸
器
に
悪
い
影
響
し

か
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
は
、
周
知
の
事

実
で
す
。
肺
癌
、
慢
性
閉
塞
性
肺
疾

患
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
）、
気
管
支
喘
息
、
間

質
性
肺
炎
は
、
い
ず
れ
も
た
ば
こ
に

よ
り
発
症
率
が
上
昇
し
、
症
状
が
悪

化
す
る
要
因
（
増
悪
因
子
）
に
も
な

る
た
め
、
治
療
の
第
一
歩
は
〝
禁
煙
〞

で
す
。「
い
っ
そ
一
箱
10
万
円
に
値
上

げ
し
て
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
か
」
と

呼
吸
器
内
科
医
と
し
て
は
真
剣
に

願
っ
て
い
ま
す
。
本
気
で
す
。

　
新
型
の
た
ば
こ
に
は
、
タ
バ
コ
葉

を
使
用
す
る
「
加
熱
式
タ
バ
コ
」
と
、

タ
バ
コ
葉
を
使
用
し
な
い
「
電
子
タ

バ
コ
」
が
あ
り
ま
す
。

　
一
時
期
は
「
加
熱
式
タ
バ
コ
に
し

た
か
ら
大
丈
夫
」
と
い
う
こ
と
を
よ

く
耳
に
し
ま
し
た
が
、
大
丈
夫
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
加
熱
式
タ
バ
コ
の
エ

ア
ロ
ゾ
ル
（
霧
・
ミ
ス
ト
）
に
は
ニ

コ
チ
ン
や
発
が
ん
性
の
あ
る
有
害
成

分
が
含
ま
れ
て
お
り
、
加
熱
式
タ
バ

コ
の
数
ヶ
月
間
の
喫
煙
で
肺
障
害
が

生
じ
た
事
例
が
す
で
に
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
電
子
タ
バ
コ
に

は
ニ
コ
チ
ン
が
含
ま
れ
て
い
な
い
も

の
の
、
様
々
な
添
加
物
や
香
料
が
加

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
原
材
料
は
無
害

で
あ
っ
て
も
、
加
熱
さ
れ
る
こ
と
で

発
が
ん
性
の
あ
る
有
害
成
分
が
生
じ

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
3
年
前
か
ら
私
た
ち
の
生
活
の
一

部
と
な
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
）
感
染
症
の
重
症

化
リ
ス
ク
因
子
の
一
つ
も〝
た
ば
こ
〞

で
す
。

　
喫
煙
が
肺
に
と
っ
て
い
い
こ
と
は

一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
の

健
康
の
た
め
に
も
「
病
院
を
受
診
す

る
前
に
、
ま
ず
禁
煙
し
て
く
だ
さ
い
」

と
言
い
続
け
る

の
が
呼
吸
器
内

科
医
の
仕
事
の

一
つ
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

（
呼
吸
器
内
科
部
長
　
横
関
万
里
）

「
加
熱
式
タ
バ
コ
」
な
ら
大
丈
夫
？

や
は
り
「
禁
煙
」
が
大
切

す
ぐ
に
役
立
つ

医
療
の
知
識

シ
リ
ー
ズ

　た
ば
こ
の
有
害
性
①

た
ば
こ
と
肺

おしえて 　　　　さん保 健 師 40歳を過ぎたら大腸内視鏡検査を！

　大腸がんは女性の部位別がん死亡数の第１位で、がん全体の罹患率でも胃がんに次いで第２位
となっています。増加の要因は食生活の欧米化（動物性脂肪の摂り過ぎ）などで、早期であれば
外科治療を行わず、内視鏡治療が可能なため、早期発見・早期治療が重要です。

便潜血検査で陽性になった場合やCT
コロノグラフィー検査で異常が疑われ
た場合は、必ず精密検査で「大腸内視
鏡検査」を受けることが大切です。

また、大腸がんがあっても便潜血
検査で陽性とならない場合もある
ため、40歳を過ぎたら大腸内視鏡
検査をお勧めします。人間ドック受
診時または内視鏡専門医がいる医療
機関でご相談ください。

ワンポイントアドバイス！積極的に大腸内視鏡検査を受けましょう
● 40歳を過ぎたら、自覚症状がなくても大腸内視鏡検査を受けましょう。
● 検査で異常が疑われた場合は、精密検査で大腸内視鏡検査を受けましょう。

  

大腸がんを見つけるにはどのような検査があるの？
　　　　　　便中の血液の有無を調べる簡易検査
で、２日分の便を採取します。
便潜血検査

大腸内視鏡検査　　　　　　 　  肛門から内視鏡を入れ、
直腸から盲腸まで観察します。ポリープ
などがあればそのまま切除が可能です。
検査には、食事制限や下剤を飲むなど
事前の準備が必要です。

　　　　　　　　　　　  CTスキャンで大腸を撮
影し、画像情報から仮想内視画像を作成します。
身体的負担は軽度です。

CTコロノグラフィー検査

り  かん

※当院では実施しておりません。
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▶ 美容外来で新しい治療が始まりました

　形成外科では、しみの治療に使用する新
たなレーザー機器「Qスイッチ Nd：YAG
レーザー」を導入しました。
治療部位にレーザーを照射
し、約 2 週間被覆材で保護
します。
　美容外来は完全予約制と
なっていますので、ご希望
の方は下記へご連絡くださ
い。詳細はホームページで
もご覧いただけます。

▶ 診療放射線技師が造影剤注射を行える
　 ようになりました
　診療放射線技師法が改
正され、CT・MRI 等の
造影検査（造影剤を静脈
から注入して撮影する検
査）で診療放射線技師が
静脈への造影剤注射を行
えるようになりました。

厚生労働大臣が指定した告示研修（※）を
受けることが条件で、当院診療放射線部職
員は、この新しい業務習得を目指し告示研
修を修了し、さらに院内でのトレーニング
を重ねています。
　今後、十分な知識と技術を習得した診療
放射線技師が造影剤注射を行っていきます。

▶ 人間ドックのお楽しみ
　 お食事メニューをリニューアル！

　人間ドックで提供しているお食事を 4 月
からリニューアルしました。
　お食事のメニューは季節ごとに変更して
おり、院内レストランの協力のもとメ
ニューを検討しています。人間ドックを日
頃のリフレッシュの時間として快適に受診
していただけるように、よりよいお食事を
提供していきます。

※告示研修：診療放射線技師法改正に伴い厚生労働
大臣が指定する受講必須の研修であり、基礎研修
700分、実技研修385分で構成されます。

　こ
の
度
、
地
元
J
A
グ
リ
ー
ン
長

野
を
は
じ
め
J
A
組
織
の
ご
支
援
を

賜
り
、
共
済
部
門
事
業
の
一
環
と
し

て
助
成
を
い
た
だ
き
、
救
急
医
療
機

器
で
あ
る
手
術
用
内
視
鏡
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　お
披
露
目
式
に
は
J
A
グ
リ
ー
ン

長
野
と
J
A
共
済
連
の
関
係
者
の
皆

様
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
中
田
岳
成

外
科
統
括
責
任
者

が
機
器
の
説
明
を

行
い
ま
し
た
。

　導
入
し
た
手
術

用
内
視
鏡
シ
ス
テ

ム
は
腹
腔
鏡
手
術

に
使
用
さ
れ
、
患

者
さ
ん
の
体
に

と
っ
て
少
な
い
負
担
で
手
術
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
手
術
部
位
を

3
D
で
立
体
的
に
拡
大
し
て
捉
え
る

こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
内
視
鏡
の
先

端
を
自
在
に
動
か
せ
る
た
め
機
器
の

操
作
が
行
い
や
す
く
、
よ
り
安
全
な

手
術
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　導
入
し
た
機
器
は
大
切
に
使
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

長
野
市
消
防
局
の
皆
様
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　2
0
2
3
年
度
総
合
防
災
訓
練
を

2
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
し
ま
し
た
。

　1
日
目
は
、
松
代
地
区
で
強
い
地

震
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
た
防

災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
地
震
発
生

後
、
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
各

職
場
責
任
者
が
患
者
さ
ん
と
職
員
の

安
否
、
施
設
・
設
備
・
医
療
機
器
へ

の
被
害
状
況
を
確
認
し
て
本
部
へ
速

や
か
に
報
告
し
ま
し
た
。

　2
日
目
は
、
病
棟
で
の
夜
間
の
火

災
を
想
定
し
た
防

火
訓
練
（
通
報
訓

練
）
を
行
い
ま
し

た
。
当
直
事
務
職

員
が
協
力
し
合

い
、
防
災
監
視
盤

で
出
火
場
所
を
確

認
後
、
初
期
消
火

と
消
防
署
へ
の
実

際
の
通
報
を
行
い

ま
し
た
。

　通
報
訓
練
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た

▲導入した機器
「StarWalker®」
（Fotona 社）

J
A
共
済
連
の
救
急
医
療
に
か
か
る

助
成
に
よ
り
手
術
用
内
視
鏡
シ
ス
テ
ム

導
入

2
0
2
3
年
度
総
合
防
災
訓
練

12
月
14
日（
木
）・15
日（
金
）

２
月
７
日（
水
）

ト
ピ
ッ
ク
ス

　

【お問い合わせ】
形成外科・美容外来
TEL：026-278-2031（代表）

当院美容外来ホームページ
もご覧ください

導入した手術用内視鏡システム
「VISERA ELITEⅢ」

災
害
に
対
す
る
当
院
の
備
え

　当
院
は
大
規
模
災
害
発
生
時

に
地
域
の
「
災
害
時
の
拠
点
」

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
た

め
、
院
内
設
備
・
機
能
の
充
実

を
図
っ
て
い
ま
す
。

◎ これらの設備は、
職員と専門業者によ
る定期的な点検を
実施し、維持・管
理を行っています。

新任医師を紹介します
（2024年4月1日より）

2024年度初期臨床研修医

消化器外科・
一般外科主任医師

黒岩 正嗣

泌尿器科主任医師

清水 孝明
呼吸器内科医師

轟 有希

消化器内科医師

（再任）
泌尿器科主任医師

安原 聡

石田 芳仁 井上 大

古賀 隆佑 中村 樹慧

臨床研修歯科医
東田 麻美
（4月15日より）

加藤 隆太郎

蜂谷 守

形成外科医師

吉野 涼太
歯科口腔外科医長

深代 祐五

本館地下受水槽

自院発電所 非常用電源回路発電機

お食事の一例
※季節や仕入れ状況によって内容は異なります

昼食 夕食

防災訓練防火訓練

備蓄倉庫

電気

水食糧・
医療材料
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治療部位にレーザーを照射
し、約 2 週間被覆材で保護
します。
　美容外来は完全予約制と
なっていますので、ご希望
の方は下記へご連絡くださ
い。詳細はホームページで
もご覧いただけます。

▶ 診療放射線技師が造影剤注射を行える
　 ようになりました
　診療放射線技師法が改
正され、CT・MRI 等の
造影検査（造影剤を静脈
から注入して撮影する検
査）で診療放射線技師が
静脈への造影剤注射を行
えるようになりました。

厚生労働大臣が指定した告示研修（※）を
受けることが条件で、当院診療放射線部職
員は、この新しい業務習得を目指し告示研
修を修了し、さらに院内でのトレーニング
を重ねています。
　今後、十分な知識と技術を習得した診療
放射線技師が造影剤注射を行っていきます。

▶ 人間ドックのお楽しみ
　 お食事メニューをリニューアル！

　人間ドックで提供しているお食事を 4 月
からリニューアルしました。
　お食事のメニューは季節ごとに変更して
おり、院内レストランの協力のもとメ
ニューを検討しています。人間ドックを日
頃のリフレッシュの時間として快適に受診
していただけるように、よりよいお食事を
提供していきます。

※告示研修：診療放射線技師法改正に伴い厚生労働
大臣が指定する受講必須の研修であり、基礎研修
700分、実技研修385分で構成されます。

　こ
の
度
、
地
元
J
A
グ
リ
ー
ン
長

野
を
は
じ
め
J
A
組
織
の
ご
支
援
を

賜
り
、
共
済
部
門
事
業
の
一
環
と
し

て
助
成
を
い
た
だ
き
、
救
急
医
療
機

器
で
あ
る
手
術
用
内
視
鏡
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　お
披
露
目
式
に
は
J
A
グ
リ
ー
ン

長
野
と
J
A
共
済
連
の
関
係
者
の
皆

様
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
中
田
岳
成

外
科
統
括
責
任
者

が
機
器
の
説
明
を

行
い
ま
し
た
。

　導
入
し
た
手
術

用
内
視
鏡
シ
ス
テ

ム
は
腹
腔
鏡
手
術

に
使
用
さ
れ
、
患

者
さ
ん
の
体
に

と
っ
て
少
な
い
負
担
で
手
術
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
手
術
部
位
を

3
D
で
立
体
的
に
拡
大
し
て
捉
え
る

こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
内
視
鏡
の
先

端
を
自
在
に
動
か
せ
る
た
め
機
器
の

操
作
が
行
い
や
す
く
、
よ
り
安
全
な

手
術
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　導
入
し
た
機
器
は
大
切
に
使
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

長
野
市
消
防
局
の
皆
様
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　2
0
2
3
年
度
総
合
防
災
訓
練
を

2
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
し
ま
し
た
。

　1
日
目
は
、
松
代
地
区
で
強
い
地

震
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
た
防

災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
地
震
発
生

後
、
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
各

職
場
責
任
者
が
患
者
さ
ん
と
職
員
の

安
否
、
施
設
・
設
備
・
医
療
機
器
へ

の
被
害
状
況
を
確
認
し
て
本
部
へ
速

や
か
に
報
告
し
ま
し
た
。

　2
日
目
は
、
病
棟
で
の
夜
間
の
火

災
を
想
定
し
た
防

火
訓
練
（
通
報
訓

練
）
を
行
い
ま
し

た
。
当
直
事
務
職

員
が
協
力
し
合

い
、
防
災
監
視
盤

で
出
火
場
所
を
確

認
後
、
初
期
消
火

と
消
防
署
へ
の
実

際
の
通
報
を
行
い

ま
し
た
。

　通
報
訓
練
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た

▲導入した機器
「StarWalker®」
（Fotona 社）

J
A
共
済
連
の
救
急
医
療
に
か
か
る

助
成
に
よ
り
手
術
用
内
視
鏡
シ
ス
テ
ム

導
入

2
0
2
3
年
度
総
合
防
災
訓
練

12
月
14
日（
木
）・15
日（
金
）

２
月
７
日（
水
）

ト
ピ
ッ
ク
ス

　

【お問い合わせ】
形成外科・美容外来
TEL：026-278-2031（代表）

当院美容外来ホームページ
もご覧ください

導入した手術用内視鏡システム
「VISERA ELITEⅢ」

災
害
に
対
す
る
当
院
の
備
え

　当
院
は
大
規
模
災
害
発
生
時

に
地
域
の
「
災
害
時
の
拠
点
」

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
た

め
、
院
内
設
備
・
機
能
の
充
実

を
図
っ
て
い
ま
す
。

◎ これらの設備は、
職員と専門業者によ
る定期的な点検を
実施し、維持・管
理を行っています。

新任医師を紹介します
（2024年4月1日より）

2024年度初期臨床研修医

消化器外科・
一般外科主任医師

黒岩 正嗣

泌尿器科主任医師

清水 孝明
呼吸器内科医師

轟 有希

消化器内科医師

（再任）
泌尿器科主任医師

安原 聡

石田 芳仁 井上 大

古賀 隆佑 中村 樹慧

臨床研修歯科医
東田 麻美
（4月15日より）

加藤 隆太郎

蜂谷 守

形成外科医師

吉野 涼太
歯科口腔外科医長

深代 祐五

本館地下受水槽

自院発電所 非常用電源回路発電機

お食事の一例
※季節や仕入れ状況によって内容は異なります

昼食 夕食

防災訓練防火訓練

備蓄倉庫

電気

水食糧・
医療材料
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長野オリンピック
スタジアム

川中島
古戦場

ホワイトリング

ビッグハット エムウェーブ

アクアウィング善光寺
県
庁 千

曲
川

上信越自動車道

裾花川

犀川
R19

R19

R18

R403

篠ノ井

長野

更埴IC

長野IC

須坂
長野東IC

更埴JCT
長野松代総合病院

附属ちくま診療所

附属若穂病院

JAビル診療所

JA長野厚生連
長野PET・画像診断センター

診 療 科 月 火 水 木 金 土

第1・3金曜日 金曜日火曜日

若
　
　
穂

内 科
総 合 診 療
小 児 科
外 科
整 形 外 科
そ の 他 診 療 科

＊診療時間：午前は8時30分～12時まで（新患受付時間は10時30分まで）。午後の診療時間は各科にお問い合わせください。　
＊内科北澤医師の新患受付時間は、水曜日13時～15時30分、金・土曜日8時30分～10時30分。　＊内科三澤医師の新患受付時間は16時まで。　
＊外科熊木医師の新患受付時間は11時まで。　＊整形外科の火・木・金曜日の新患受付時間は10時30分まで。　＊泌尿器科の新患受付時間は15時30分まで。　
＊時間内（8時30分～17時）は救急対応も致します。　＊その他診療科の担当医師については各科にお問い合わせください。

第
２
・
第
４
・
第
５
土
曜
日
は

休
診
と
な
り
ま
す

北澤・田中
　　　　　　 （15：00～17：00)

望月
（第2・要問い合わせ)

熊木 熊木

脳神経外科皮膚科
 (15:00～17：00)

泌尿器科
 (14：00～16：00)

中村 中村 中村 堀内・瀧澤
（第1)　　（第3)

熊木 熊木 熊木

池野

新井・三澤
　　　　　　 （15：00～17：00)

新井・北澤
　　　　　　 （13：00～17：00)

石津
 （10：00～12：00) 北澤

熊木 熊木 熊木

池野

熊木 北澤北澤

ち
く
ま
診
療
所

診療時間 14：30～17：00 診療時間 15：00～17：00（要予約）
住所：千曲市森 1401-7
TEL：026-273-8511

住所：長野市若里 6-6-10　TEL：0120-780-336

住所：長野市南長野北石堂町1177-3
TEL：026-236-2396

住所：長野市若穂綿内 7615-1　　TEL：026-282-7111

  5月 10日　・  17日

  6月   7日　・  21日

  7月   5日　・  19日

Ｊ
Ａ
ビ
ル
診
療
所

内科

内科以外
外科、整形外科、脳神経外科、
皮膚科、泌尿器科、耳鼻咽喉科
の医師が診療を行います。担当
医師については直接お問い合わ
せください。

附属若穂病院外来診療案内

ちくま診療所診療案内

JA長野厚生連長野PET・画像診断センター

JAビル診療所診療案内

（2024年4月1日現在）

（内科）

（第2金曜日）

（整形外科）

月によって担当医が変わります。各診療所にお問い合わせください。

まちのお医者さん を紹介します
　当院では地域の診療所との連携を密に、役割に応じた医療の提
供を行っております。地域でご活躍されている開業医の皆さまを
ご紹介します。

 災害の跡地から新緑が芽生える姿に
感動を覚え、雑草のように根付き、地
域医療に貢献したいと考えるようにな
りました。小さな幸福を感じられるク
リニックにしたいと考え、ロゴマーク
は四葉のクローバーをイメージしてい
ます。

　大学病院、長野松代総合病院などの急性期病院で培った経
験を活かし、脳神経外科及び脳卒中専門医として地域に密着
した医療を提供します。症状の軽減だけでなく予防や再発防
止の治療も積極的に行っていきます。

　脳卒中、頭痛、めまい、物忘れ、生活習慣
病、脳腫瘍、頭部外傷を中心とした治療を
行っています。症状に応じてMRI検査を用い
て診断し、適切な治療を行います。なお、
MRI装置は閉塞感と騒音が少ないオープン型
を設置しています。全人的な医療を心がけ、
予防からそれぞれの症状に応じた初期治療、
再発防止の治療を提供します。

開業のきっかけ開業のきっかけ 特徴特徴

むらおか脳神経外科クリニック

むらおか脳神経外科クリニック

［診療科目］ 脳神経外科、脳神経内科
［休 診 日］水曜日、土曜日午後、日曜日、祝日
［ホームページアドレス］https://muraoka-nc.com/

〒381-1225 長野市松代町東寺尾714番地1
TEL：026-278-8811

地域の方へひとこと

院長：村岡　尚 先生
にらと豚ひき肉のチヂミ

（1人分：658kcal、塩分2.2g）※写真は2人前

　
に
ら
は
３
〜
５
月
に
旬
を
迎
え
ま
す
。
季
節
を

問
わ
ず
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
よ
く
見
か
け
ま
す
が
、

春
に
収
穫
さ
れ
る
も
の
は
、
香
り
が
強
く
柔
ら
か

い
の
が
特
徴
で
す
。
ま
た
暑
さ
や
寒
さ
に
強
く
、

一
株
か
ら
３
回
以
上
も
収
穫
で
き
る
こ
と
か
ら
生

命
力
が
強
い
野
菜
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
に
ら
に
は
、
抗
酸
化
作
用
（
＊
）
の
あ
る
ビ
タ

ミ
ン
A
・
C
・
E
が
含
ま
れ
、
そ
の
中
で
も
ビ
タ

ミ
ン
A
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
A

に
は
夜
間
の
視
力
を
助
け
る
働
き
や
皮
膚
・
粘
膜

の
健
康
を
保
つ
働
き
が
あ
り
ま
す
。
油
に
溶
け
る

性
質
の
ビ
タ
ミ
ン
の
た
め
、
油
と
一
緒
に
調
理
す

る
と
効
率
よ
く
吸
収
で
き
ま
す
。
ま
た
、
に
ら

の
独
特
な
香
り
は
ね
ぎ
類
と
共
通
す
る
硫
化
ア

リ
ル
で
、
疲
労
回
復
効
果
の
あ
る
ビ
タ
ミ
ン
B1

の
吸
収
を
助
け
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
ビ
タ
ミ

ン
B1
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
豚
肉
や
大
豆
な
ど

と
一
緒
に
摂
取
す
る
の
が
お
勧
め
で
す
。

　
に
ら
は
、
葉
先
が
ピ
ン
と
伸
び
て
お
り
、
色

が
濃
く
肉
厚
で
幅
が
広
い
も
の
を
選
ぶ
と
良
い

で
し
ょ
う
。
ま
た
、
乾
燥
に
弱
く
傷
み
や
す
い

た
め
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
な
ど
で
包
ん
で
冷
蔵
庫

の
野
菜
室
で
立
て
て
保
存
し
、
で
き
る
だ
け
早

く
使
い
切
り
ま
し
ょ
う
。

〈 

作
り
方 

〉 
・にら
・豚ひき肉
・もやし
・ごま油⑴
・塩、こしょう

1/2束
100g
80g

小さじ1/4
各少々

①　にらを1cm 幅に切る。
②　フライパンにごま油⑴をひき、豚ひき肉を塩・こしょうで炒める。火が
通ったら、もやしを加えさっと炒める。

③　ボールに①と粗熱をとった②、Ⓐを入れ、よく混ぜる。
④　フライパンにごま油⑵をひき、③を平らに広げて入れ、両面をこんが
りと焼く。
⑤　食べやすい大きさに切り、糸唐辛子をのせてできあがり！！
※生地に味がついていますが、お好みでぽん酢やラー油、白ごまを付けてお召し上が
りください。

＊
抗
酸
化
作
用…

生
活
習
慣
病
や
老
化
の
原
因
と
な
る
活
性
酵
素
の
除
去
や
働
き
を
抑
え
る
作
用
の
こ

と
で
、
細
胞
の
酸
化
を
防
ぎ
ま
す
。

参
考
文
献
：
日
本
文
芸
社
「
あ
た
ら
し
い
栄
養
事
典
」

～にら～～にら～

・薄力粉
・片栗粉
・水
・鶏ガラスープの素
・ごま油⑵
・糸唐辛子
・ぽん酢、ラー油、白ごま

60g 　　
40g 　　

100㎖ 　　
小さじ1と1/2 　　

小さじ1
少々

お好みで

〈 
材
料
：
２
人
分 

〉 
Ⓐ

長野松代総合病院職員の講演・学会発表一覧（2023.12～2024.2）

・CWHTOとOWHTOにおける関節軟骨修復能力の比較

・付着部剥離骨片をともなう骨端線閉鎖前の内側半月板後根損傷に対
してプルアウト法による鏡視下観血的整復固定術を施行した1例

・健診の腹部超音波検査で認められた高輝度膵の臨床的意義

・当院におけるCOVID-19患者の血液検査所見の検討

・輸血業務に関する診療支援の新たな取り組み

・心アミロイドーシスに用いられる99mTcピロリン酸シンチグラフィ検
査について

・CWHTOとOWHTOの膝周囲筋力の比較検討

・Quadra-Sステムを用いた人工股関節全置換術の中期臨床成績

・Mpact acetabular shellの中期臨床成績

学会発表 学会名 開催地
整 形 外 科

初期臨床研修医

臨床検査病理部

臨床検査病理部

臨床検査病理部

診療放射線部

リハビリテーション部

整 形 外 科

整 形 外 科

豊田　　剛

宮野　泰輔

上島沙耶香

柴本　成美

松田　　萌

松井　良樹

小林　柾貴

中村　順之

豊田　　剛

第1回日本膝関節学会

第1回日本膝関節学会

第47回長野県臨床検査学会

第47回長野県臨床検査学会

第47回長野県臨床検査学会

令和5年度長野県厚生連放射線技師会勉強会（冬）

第1回日本膝関節学会

第54回日本人工関節学会

第54回日本人工関節学会

横浜市

横浜市

佐久市

佐久市

佐久市

（Web開催）

横 浜 市

京都市

京都市

2023.12

2023.12

2023.12

2023.12

2023.12

2023.12

2023.12

2024.2

2024.2

大型連休（ゴールデンウイーク）の診療体制について
大型連休（ゴールデンウイーク）の診療体制は下記の通りです。

◆休診日の救急対応は本院（長野松代総合病院）で行っておりますので、事前にご連絡のうえご来院ください。
【お問い合わせ】 TEL：026-278-2031（代表）

休診休診 通常診療
通常診療
※午前のみ 通常診療 通常診療

4/27
（土）

4/28
（日）

4/29
（月）

4/30
（火）

5/1
（水）

5/2
（木）

休診

5/3
（金）

休診

5/4
（土）

休診

5/5
（日）

休診
休診

5/6
（月）

長野松代
総合病院

附属若穂
病院
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長野オリンピック
スタジアム

川中島
古戦場

ホワイトリング

ビッグハット エムウェーブ

アクアウィング善光寺
県
庁 千

曲
川

上信越自動車道

裾花川

犀川
R19

R19

R18

R403

篠ノ井

長野

更埴IC

長野IC

須坂
長野東IC

更埴JCT
長野松代総合病院

附属ちくま診療所

附属若穂病院

JAビル診療所

JA長野厚生連
長野PET・画像診断センター

診 療 科 月 火 水 木 金 土

第1・3金曜日 金曜日火曜日

若
　
　
穂

内 科
総 合 診 療
小 児 科
外 科
整 形 外 科
そ の 他 診 療 科

＊診療時間：午前は8時30分～12時まで（新患受付時間は10時30分まで）。午後の診療時間は各科にお問い合わせください。　
＊内科北澤医師の新患受付時間は、水曜日13時～15時30分、金・土曜日8時30分～10時30分。　＊内科三澤医師の新患受付時間は16時まで。　
＊外科熊木医師の新患受付時間は11時まで。　＊整形外科の火・木・金曜日の新患受付時間は10時30分まで。　＊泌尿器科の新患受付時間は15時30分まで。　
＊時間内（8時30分～17時）は救急対応も致します。　＊その他診療科の担当医師については各科にお問い合わせください。

第
２
・
第
４
・
第
５
土
曜
日
は

休
診
と
な
り
ま
す

北澤・田中
　　　　　　 （15：00～17：00)

望月
（第2・要問い合わせ)

熊木 熊木

脳神経外科皮膚科
 (15:00～17：00)

泌尿器科
 (14：00～16：00)

中村 中村 中村 堀内・瀧澤
（第1)　　（第3)

熊木 熊木 熊木

池野

新井・三澤
　　　　　　 （15：00～17：00)

新井・北澤
　　　　　　 （13：00～17：00)

石津
 （10：00～12：00) 北澤

熊木 熊木 熊木

池野

熊木 北澤北澤

ち
く
ま
診
療
所

診療時間 14：30～17：00 診療時間 15：00～17：00（要予約）
住所：千曲市森 1401-7
TEL：026-273-8511

住所：長野市若里 6-6-10　TEL：0120-780-336

住所：長野市南長野北石堂町1177-3
TEL：026-236-2396

住所：長野市若穂綿内 7615-1　　TEL：026-282-7111

  5月 10日　・  17日

  6月   7日　・  21日

  7月   5日　・  19日

Ｊ
Ａ
ビ
ル
診
療
所

内科

内科以外
外科、整形外科、脳神経外科、
皮膚科、泌尿器科、耳鼻咽喉科
の医師が診療を行います。担当
医師については直接お問い合わ
せください。

附属若穂病院外来診療案内

ちくま診療所診療案内

JA長野厚生連長野PET・画像診断センター

JAビル診療所診療案内

（2024年4月1日現在）

（内科）

（第2金曜日）

（整形外科）

月によって担当医が変わります。各診療所にお問い合わせください。

まちのお医者さん を紹介します
　当院では地域の診療所との連携を密に、役割に応じた医療の提
供を行っております。地域でご活躍されている開業医の皆さまを
ご紹介します。

 災害の跡地から新緑が芽生える姿に
感動を覚え、雑草のように根付き、地
域医療に貢献したいと考えるようにな
りました。小さな幸福を感じられるク
リニックにしたいと考え、ロゴマーク
は四葉のクローバーをイメージしてい
ます。

　大学病院、長野松代総合病院などの急性期病院で培った経
験を活かし、脳神経外科及び脳卒中専門医として地域に密着
した医療を提供します。症状の軽減だけでなく予防や再発防
止の治療も積極的に行っていきます。

　脳卒中、頭痛、めまい、物忘れ、生活習慣
病、脳腫瘍、頭部外傷を中心とした治療を
行っています。症状に応じてMRI検査を用い
て診断し、適切な治療を行います。なお、
MRI装置は閉塞感と騒音が少ないオープン型
を設置しています。全人的な医療を心がけ、
予防からそれぞれの症状に応じた初期治療、
再発防止の治療を提供します。

開業のきっかけ開業のきっかけ 特徴特徴

むらおか脳神経外科クリニック

むらおか脳神経外科クリニック

［診療科目］ 脳神経外科、脳神経内科
［休 診 日］水曜日、土曜日午後、日曜日、祝日
［ホームページアドレス］https://muraoka-nc.com/

〒381-1225 長野市松代町東寺尾714番地1
TEL：026-278-8811

地域の方へひとこと

院長：村岡　尚 先生
にらと豚ひき肉のチヂミ

（1人分：658kcal、塩分2.2g）※写真は2人前

　
に
ら
は
３
〜
５
月
に
旬
を
迎
え
ま
す
。
季
節
を

問
わ
ず
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
よ
く
見
か
け
ま
す
が
、

春
に
収
穫
さ
れ
る
も
の
は
、
香
り
が
強
く
柔
ら
か

い
の
が
特
徴
で
す
。
ま
た
暑
さ
や
寒
さ
に
強
く
、

一
株
か
ら
３
回
以
上
も
収
穫
で
き
る
こ
と
か
ら
生

命
力
が
強
い
野
菜
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
に
ら
に
は
、
抗
酸
化
作
用
（
＊
）
の
あ
る
ビ
タ

ミ
ン
A
・
C
・
E
が
含
ま
れ
、
そ
の
中
で
も
ビ
タ

ミ
ン
A
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
A

に
は
夜
間
の
視
力
を
助
け
る
働
き
や
皮
膚
・
粘
膜

の
健
康
を
保
つ
働
き
が
あ
り
ま
す
。
油
に
溶
け
る

性
質
の
ビ
タ
ミ
ン
の
た
め
、
油
と
一
緒
に
調
理
す

る
と
効
率
よ
く
吸
収
で
き
ま
す
。
ま
た
、
に
ら

の
独
特
な
香
り
は
ね
ぎ
類
と
共
通
す
る
硫
化
ア

リ
ル
で
、
疲
労
回
復
効
果
の
あ
る
ビ
タ
ミ
ン
B1

の
吸
収
を
助
け
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
ビ
タ
ミ

ン
B1
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
豚
肉
や
大
豆
な
ど

と
一
緒
に
摂
取
す
る
の
が
お
勧
め
で
す
。

　
に
ら
は
、
葉
先
が
ピ
ン
と
伸
び
て
お
り
、
色

が
濃
く
肉
厚
で
幅
が
広
い
も
の
を
選
ぶ
と
良
い

で
し
ょ
う
。
ま
た
、
乾
燥
に
弱
く
傷
み
や
す
い

た
め
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
な
ど
で
包
ん
で
冷
蔵
庫

の
野
菜
室
で
立
て
て
保
存
し
、
で
き
る
だ
け
早

く
使
い
切
り
ま
し
ょ
う
。

〈 

作
り
方 

〉 

・にら
・豚ひき肉
・もやし
・ごま油⑴
・塩、こしょう

1/2束
100g
80g

小さじ1/4
各少々

①　にらを1cm 幅に切る。
②　フライパンにごま油⑴をひき、豚ひき肉を塩・こしょうで炒める。火が
通ったら、もやしを加えさっと炒める。

③　ボールに①と粗熱をとった②、Ⓐを入れ、よく混ぜる。
④　フライパンにごま油⑵をひき、③を平らに広げて入れ、両面をこんが
りと焼く。
⑤　食べやすい大きさに切り、糸唐辛子をのせてできあがり！！
※生地に味がついていますが、お好みでぽん酢やラー油、白ごまを付けてお召し上が
りください。

＊
抗
酸
化
作
用…

生
活
習
慣
病
や
老
化
の
原
因
と
な
る
活
性
酵
素
の
除
去
や
働
き
を
抑
え
る
作
用
の
こ

と
で
、
細
胞
の
酸
化
を
防
ぎ
ま
す
。

参
考
文
献
：
日
本
文
芸
社
「
あ
た
ら
し
い
栄
養
事
典
」

～にら～～にら～

・薄力粉
・片栗粉
・水
・鶏ガラスープの素
・ごま油⑵
・糸唐辛子
・ぽん酢、ラー油、白ごま

60g 　　
40g 　　

100㎖ 　　
小さじ1と1/2 　　

小さじ1
少々

お好みで

〈 

材
料
：
２
人
分 

〉 

Ⓐ

長野松代総合病院職員の講演・学会発表一覧（2023.12～2024.2）

・CWHTOとOWHTOにおける関節軟骨修復能力の比較

・付着部剥離骨片をともなう骨端線閉鎖前の内側半月板後根損傷に対
してプルアウト法による鏡視下観血的整復固定術を施行した1例

・健診の腹部超音波検査で認められた高輝度膵の臨床的意義

・当院におけるCOVID-19患者の血液検査所見の検討

・輸血業務に関する診療支援の新たな取り組み

・心アミロイドーシスに用いられる99mTcピロリン酸シンチグラフィ検
査について

・CWHTOとOWHTOの膝周囲筋力の比較検討

・Quadra-Sステムを用いた人工股関節全置換術の中期臨床成績

・Mpact acetabular shellの中期臨床成績

学会発表 学会名 開催地
整 形 外 科

初期臨床研修医

臨床検査病理部

臨床検査病理部

臨床検査病理部

診療放射線部

リハビリテーション部

整 形 外 科

整 形 外 科

豊田　　剛

宮野　泰輔

上島沙耶香

柴本　成美

松田　　萌

松井　良樹

小林　柾貴

中村　順之

豊田　　剛

第1回日本膝関節学会

第1回日本膝関節学会

第47回長野県臨床検査学会

第47回長野県臨床検査学会

第47回長野県臨床検査学会

令和5年度長野県厚生連放射線技師会勉強会（冬）

第1回日本膝関節学会

第54回日本人工関節学会

第54回日本人工関節学会

横浜市

横浜市

佐久市

佐久市

佐久市

（Web開催）

横 浜 市

京都市

京都市

2023.12

2023.12

2023.12

2023.12

2023.12

2023.12

2023.12

2024.2

2024.2

大型連休（ゴールデンウイーク）の診療体制について
大型連休（ゴールデンウイーク）の診療体制は下記の通りです。

◆休診日の救急対応は本院（長野松代総合病院）で行っておりますので、事前にご連絡のうえご来院ください。
【お問い合わせ】 TEL：026-278-2031（代表）

休診休診 通常診療
通常診療
※午前のみ 通常診療 通常診療

4/27
（土）

4/28
（日）

4/29
（月）

4/30
（火）

5/1
（水）

5/2
（木）

休診

5/3
（金）

休診

5/4
（土）

休診

5/5
（日）

休診
休診

5/6
（月）

長野松代
総合病院

附属若穂
病院



長野松代総合病院
ホームページ

外来診療案内外来診療案内 （2024年4月1日現在）
■全科予約診療を行っています■
■急患の場合はいつでも対応します■

ＪＡ長野厚生連
2024.
Vol.131

長野松代総合病院だより
総 合 診 療

専門的な治療診 療 科

呼 吸 器

消 化 器

循 環 器

神 経

糖 尿 病 代 謝

肺がんセンター(外科系)

ダ イ エ ット

心療内科・精神科

脳神経外科
心臓血管外科

皮膚科・アレルギー科

耳鼻咽喉科
放 射 線 科
麻 酔 科

一 般

思春期漢方外来

脊椎・脊髄疾患

上肢（肩・肘・手指）疾患

スポーツ障害

外傷・一般整形

形 成

美 容

月 火 水 木 金 土

顎機能再建・
インプラント
センター

ペインクリニック

歯科口腔外科

泌 尿 器 科

第
１
・
第
３
・
第
５
土
曜
日
は
休
診
と
な
り
ま
す

外
来
診
療
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
12
時
ま
で
。
但
し
、
心
療
内
科
・
小
児
科
・
形
成
外
科
・
皮
膚
科
・
耳
鼻
咽
喉
科
・
歯
科
口
腔
外
科
は
、

午
後
外
来
診
療
を
行
っ
て
い
る
日
も
あ
り
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

小 児 科

内 科

外 科

整 形 外 科

リウマチ科

形成外科・美容外科

横関・轟
信大医師

宮原・横関 田中宮原・田中
横関

新澤・安原

中田

瀧澤 豊田・瀧澤・倉石瀧澤・山﨑

豊田・宮澤

瀧澤（第2）・堀内山﨑

渡邉・春日

沖田 中田・黒岩

渡邉・春日

豊田・堀内

沖田・黒岩

渡邉・春日

中田

瀧澤
松永
望月

瀧澤
松永
尾﨑
宮澤
山﨑

北原
豊田
中井
堀内

中村（PM） 

松永
望月
尾﨑
宮澤
中井
山﨑

松永
中村
宮澤
瀧澤（第2）

望月（第2）

尾﨑（第4）

堀内

瀧澤
北原
豊田
倉石

中村（PM） 

澤口（11：30まで）

望月 中井信大医師

瀧澤（11：30まで）

三澤

前川 前川 安原（第1・3・5） 前川

清水
（第3予約制）

宮澤
（予約制PM）

宮澤
（予約制PM）

信大医師
（11：00まで）

手術日
（交替制）

手術日
（交替制）

手術日（第2・4）
柚木（第4）

鬼頭 鬼頭 鬼頭 鬼頭

村田（読影）

澤口（11：30まで）

長田（AM）
長田（予約制PM）

長田（AM）
長田（予約制PM）

土屋
（不定期・予約制）

瀧澤（11：30まで）
信大医師（第1・3・5）
瀧澤（第2・4）
（11:30まで）

前川
（外来に要問合せ）

前川
（外来に要問合せ）

前川
（外来に要問合せ）

岡田 岡田 岡田（AM/PM）

沖田

岡田

酒井

瀧澤（AM/PM) 瀧澤（AM/PM） 瀧澤（11:30まで）

矢野
（11：00まで/PM）

矢野
（11：00まで） 矢野矢野

（11：00まで）
田澤

（11：00まで）

澤口（11：30まで） 澤口（11：30まで）

長田（AM）

中田

新澤・安原

中田 沖田 中田

信大医師

酒井（予約制PM）

清水（AM）
信大医師（AM）
池野（PM）

（予約制）

（予約制）

（初診受付10：00まで）

池野（AM）
清水（PM）

清水（AM/PM）
信大医師（AM）

池野（PM） 池野（AM）池野（AM/PM）池野（PM）

池野（AM/PM）
清水（AM） 池野・清水

村田（読影）

中村 中村中村・村岡 中村中村・信大医師

澤口（11：30まで） 澤口（予約制）

三澤

酒井

長峯（第2）

村田（読影） 村田（読影） 村田（読影） 村田（読影）

田中轟

乳腺・甲状腺センター
乳腺内分泌（甲状腺）

消化器病センター 
消化器

清水（AM/PM）
信大医師（AM）

北原

南長野医療
センター医師

南長野医療
センター医師

中川
岡根谷（第1・3） 蜂谷中川・清水・蜂谷

中川・清水・蜂谷
信大医師（第1・3） 中川・清水・蜂谷 清水

關（第1・2・3AM）
長田（第4AM）
（9：30より）
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〔長野松代総合病院理念〕
［基本理念］
  地域社会を背景とし、環境にも配慮した、安全で良質な医療への、いきいきとした挑戦
［基本方針］
  1.　質の高い愛のある誠実な医療・保健・福祉事業の推進による社会への貢献
  2.　人と人との信頼の創造と、患者・医療者間の権利・義務の遵守
  3.　現場からの持続的研究（RESEARCH）にもとづいた医療（CARE・CURE）の実践

中庭 春の木陰

おしらせ掲示板、トピックス（2023年度総合
防災訓練、JA共済連の救急医療にかかる助
成により手術用内視鏡システム導入）
新任医師を紹介します
旬を味わう「にら」
長野松代総合病院職員の講演・学会発表一覧
大型連休（ゴールデンウイーク）の診療体制 
まちのお医者さんを紹介します
外来診療案内（若穂、ちくま診療所、JAビル診療所）
外来診療案内（松代）
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7
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10
10
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関節疾患・
人工関節センター

小笠原
（11：00まで）

深代
（11：00まで）

小笠原・山藤
（11：00まで）

小笠原・深代
（11：00まで）

小笠原・深代
山藤

認知症を防ぐにはどうすればいい？ 予防と
早期発見
診療最前線「心療内科・精神科」
漢方薬で癒すこころとカラダ⑮
知っておきたい診療技術「二次骨折を予防しよう
―FLSチームの活動―」
すぐに役立つ医療の知識　シリーズ たばこ
の有害性①「たばこと肺」
おしえて保健師さん「40歳を過ぎたら大腸
内視鏡検査を！」

（　　　    　）11：00まで/
PM第1・3・5
土曜の週

春

＊内科の予約外患者の受付は午前11時まで。　＊心療内科は予約制となっておりますので事前に外来へお問い合わせください。　＊整形外科は初診・再診とも
に予約制となっております。初診の方は紹介状が必要です。　＊形成外科の午前診察（金・土曜日を除く）の予約外患者の受付は午前11時まで。ただし、水曜日
の予約外患者の受付は午前10時30分まで。　＊泌尿器科の初診の方の受付は午前10時まで。　＊産婦人科の予約外患者の受付は午前11時30分まで。
＊眼科の月曜日の診察は午前9時30分から。月～土曜日の予約外患者の受付は午前11時まで。木曜日の診察については外来へお問い合わせください。　
＊午後の診療：心療内科14時～15時30分・小児科14時～16時30分・形成外科13時30分～15時30分・皮膚科16時～17時・耳鼻咽喉科15時～16時・歯科口腔
外科14時15分～16時15分

南長野医療
センター医師
（第1・3・5）

長野日赤医師（第2・4）


